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ただいまから、令和６年第２回松野町議会定例会を開会します。 

（９：３０） 

町長から、議会招集挨拶を受けます。 

「議長」 

「坂本町長」 

皆さんおはようございます。 

議会の開会に当たりまして、議長のお許しをいただきましたので、

一言御挨拶を申し上げます。 

本日、令和６年第２回定例議会を招集いたしましたところ、議員各

位には何かと御多用中にもかかわらず、御出席を賜り、誠にありがと

うございます。 

さて４月１７日の深夜の出来事になりますけれども、御承知のとお

り、豊後水道を震源とする地震が発生をいたしまして、愛南町で震度

６弱、本町でも震度４を記録する強い揺れが観測をされました。一瞬、

南海トラフ地震が頭をよぎり緊張が走ったわけですが、幸いにも直接

の関連はなく、町内にも大きな被害がなかったこと、安堵していると

ころであります。この地震を教訓として、有事への備えができている

のかを再確認し、防災減災対策をより一層強化推進していかなければ

ならないと再認識をさせられました。 

また、先日９日には、四国地方の梅雨入りが発表されました。これ

から大雨等による浸水被害や土砂災害への備えが必要な時期となっ

て参りますので、町民の皆様には、気象情報に注意をされ、避難経路

の確認など、事前にできることを実行していただきますようにお願い

を申し上げます。 

前後しますが、６月３日に予土線利用促進対策協議会が開催をされ

まして、愛媛高知の沿線自治体関係団体等が一堂に会し、本年度の活

動について議論をいたしました。その中で、協議会の会長として、私

が言わせていただいたのは、財政的に厳しいＪＲと沿線自治体が幾ら

話し合っても前向きな議論にはならない。やはりそこは国が当事者と
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して協議に参画していくことが必要ではないかということ。そして何

よりも、地元が予土線を存続したいという熱意を持って、決して諦め

ないという意思を示すことが重要であるということを言わせていた

だきました。今後も様々な活動を展開していくこととしております

が、どうか議員各位におかれましても、予土線存続に、格別の御理解、

御協力をお願いいたします。 

そのほか、御報告として、３月定例会以降の町内における主な諸行

事などにつきましては、別紙の町政報告書にまとめておりますので、

御確認のほどお願いを申し上げます。 

なお、今期定例会に御提案申し上げます案件は、報告５件、専決処

分の承認９件、条例の一部改正及び動産の買い入れ、そして一般会計

及び特別会計補正予算などの諸案件であります。御提案申し上げまし

た議案の詳細につきましては、後程それぞれ御説明申し上げますが、

何卒よろしく御審議をいただきまして、議決賜りますようにお願い申

し上げまして、議会招集の挨拶といたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

次に、今期定例会に関する諸報告をします。 

まず、今期定例会に提出される案件を報告します。 

今回提出される案件は、２２件であって、この議案番号、件名の詳

細は、お手元に配布しております議事日程表により御承知をお願いし

ます。 

続いて本日の議事日程を報告します。 

本日の議事日程は、あらかじめ配布しました議事日程表のとおりで

す。御承知をお願いします。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議に出

席する者は、お手元に配布しております一覧表のとおりです。御承知

をお願いします。 

次に、監査報告でありますが、監査委員から、令和６年２月、３月、

４月の例月現金出納検査の結果、厳正に執行されている旨の報告を受
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けております。 

続いて、議会閉会中の主要行事、事務等については、配布しており

ます一覧表のとおりです。御確認をお願いします。 

これから、本日の会議を開きます。        （９：３５） 

日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、６

番山石恭助議員、７番赤松紀幸議員を指名します。 

日程第２ 「会期決定の件」を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日１日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、本定例会の会期は、本日１日間に決定しました。 

日程第３ これより一般質問を行います。 

通告１番、山田寛二議員の一般質問を一括方式により行います。 

山田議員の質問を許します。 

「議長４番」 

「山田議員」 

おはようございます。 

議長のお許しをいただきましたので、質問をさせていただきます。 

ふるさと納税について質問をしたいと思います。 

令和４年度のふるさと納税は約６００万円でした。令和５年度は１

千万円を目標に取り組んできたと思われますが、結果はどうであった

か、また、ふるさと納税の開始から令和５年度までの目標と成果の推

移はどうなっているのか伺いたい。 

なお、今後の取り組みについて、令和６年度は目標を２千万円に設

定しているが、現在の納税額はどのようになっているのか。 

ほかの自治体に比べると、決して高い目標値ではないと思います
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が、目標達成をするための施策はどうなっているのか。また、目標達

成するために、返礼品は重要なアイテムですが、主な返礼品や今まで

人気のあった返礼品は、何か、以上の現状の取り組みについて伺いた

いと思います。 

よろしくお願いします。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは山田議員の御質問、ふるさと納税の取り組みについて答弁

をいたします。 

最初の御質問、令和５年度の目標額１千万円の達成状況について、

まず令和４年度の寄付受け入れ額は６３１万９千円でありましたが、

これに対して１千万の目標とした、令和５年度の実績は５０２件で１

千５３万４千円となり、前年度比５２．２％の増、目標達成率は１０

５．３％となっております。 

次にふるさと納税の寄付額に目標を設定したのは、令和５年度が初

めてでありまして、その金額は先ほど申し上げましたとおり、１千万

円です。またその成果については、グラフがありますか。ない。それ

ではですね、ふるさと納税が開始された平成２０年度から平成２６年

度までの７年間は、大体１００万円まで微増となっておりまして、平

成２７年度から令和４年度までは、３００万から９００万円台の範囲

で増減を繰り返しておりました。令和５年度において初めて１千万円

台を突破したところでございます。 

今後の取り組みにつきましては、令和６年度のふるさと納税額の目

標額を倍増の２千万円として設定をしているところです。なお、御質

問の現在の納税額は、５月末で１７０万２千円、令和５年度の同時期

の実績と比較してみますと、１３０万７千円の増額となっていて、好

調なスタートというふうに考えております。 

しかしながら、県内他市町との実績で比べますと、２千万円の目標

額は、決して高い数字、満足いただける数字でないことは承知をいた
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しております。まずは、前年度のふるさと納税額を倍の数字、これを

着実に達成していきたいというふうに考えております。 

最後の御質問、目標を達成するために重要な要素の１つである返礼

品の品ぞろえにつきましては、まず、返礼品の品ぞろえ、返礼品につ

いては、松野町の特産品や体験、あるいは愛媛県の共通返礼品など、

全部で１０１種類を用意しております。食料品関係では、まっさら米

やジビエ、桃、梅、野菜の詰め合わせや地酒の野武士、滑床渓谷水際

のロッジのセルバッチオのピザ、地元の果物を使ったスイーツなどを

用意しており、今、人気の商品となっております。体験プログラムで

は、他の地域にない松野町独自のものとして、キャニオニングやラフ

ティング、水際のロッジの宿泊体験などが人気がありますほか、まき

ステーションの薪や森の国ガラス工房のガラス製品なども返礼品と

して用意しております。また、令和５年度より、誘致企業のキョクヨ

ーフーズのカニかまぼこ、同じく誘致企業のプロテックスジャパンで

製造し全国で２５３店舗に展開しております有名ヘアサロンのシャ

ンプーやトリートメントも返礼品に新たに追加をしております。こち

らの２つの商品はですね、ほかにないオリジナルの返礼品として、こ

れから人気のアイテムとなっていくことを期待をしております。 

次に、どのようにして目標達成を目指すのかについてですが、現在

取り組もうとしている代表的な施策３点についてお答えをいたしま

す。 

まず１点目は返礼品の充実です。現在１０１品目の返礼品がありま

すが、松野町の資源はまだまだあると感じています。森の国松野町な

らではの、ヒノキの積み木でありますとか、藍染の体験、今の季節で

あれば、ホタル鑑賞ツアーなど、アイディア、工夫を凝らして、返礼

品として商品化をし、充実して参りたいと思います。この返礼品の充

実や、ふるさと納税額の増加は産業振興にも直結して参りますので、

しっかりと取り組みを進めて参りたいと考えております。 

２点目は、お客様に知ってもらえる機会を増やすこと、欲しいと思
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ってもらう工夫を凝らすことなどです。現在、ふるさと納税の注文の

ほとんどがインターネット上のポータルサイトと呼ばれるところか

ら入ってきます。今取り組みを始めている施策としては、この入口で

あるポータルサイトの数をふやしていくことです。現在、５つのポー

タルサイトでふるさと納税を受け付けていますが、今後は航空会社系

や百貨店系などのポータルサイトにも、商品を掲載して、それぞれが

得意とする顧客層に松野町のふるさと納税が、その情報がお届けでき

るよう、交渉を進めているところでございます。また、これらのポー

タルサイトにおいて、松野町の返礼品が、検索結果の上位に表示され

ることもポイントとなります。そのためには、商品写真の見栄えの良

さや、商品を生産する思いや物語などを、しっかりと伝え切る説明文

の作り込みなど、先進自治体のページを参考としたり、生産者との情

報交換や、専門家の指導を受けたりしながら、研究、分析を重ね、ポ

ータルサイトの商品説明文に反映していこうということで取り組ん

でおります。 

３点目は、地道な営業活動です。インターネット上のポータルサイ

トで幾ら良い商品や見栄えの良い写真を並べても、それだけではふる

さと納税額がアップするものではないと考えています。やはり、ふる

さと納税の本来の目的であります、松野町を応援してやろう、そう思

っていただく方を増やすこと、これが大切だと思っています。そのた

めには、人の輪作戦的な、地道な営業活動が大事で、町内の住民の皆

様に、町外に住む、御親類や知人を紹介していただき、直接、松野町

からダイレクトメールを送ったり、出張の際に訪問させていただいた

りといったことを、今始めているところでございます。私も各部落の

老人クラブなどの総会はじめ、いろいろな会議会合等で御挨拶する中

で、このお願いをしておりますし、更には、高校生たちが立ち上げた

一般社団法人松野イズムプロジェクトでも、地域資源のＰＲと関係人

口の拡大を目的として、ふるさと納税の増加に向けた活動を展開して

いくことを、社員定時総会で表明してくれております。 
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以上、３つの施策を柱に、様々な手段を講じながら考えうる方策を

打ち続け、本町にマッチしたふるさと納税制度を構築いたしまして、

目標額を達成できますよう、改めて研究の上、実装して成果を上げて

参りたいと存じます。 

その上で、寄付者の皆様がふるさとへの貢献を実感するとともに、

本町独自のまちづくり施策への原資として使わせていただき、住民の

皆様の福祉向上につなげて参りたいと思いますので、議員各位におか

れましては引き続き、御理解御協力を賜りますようにお願い申し上げ

まして、答弁といたします。 

「議長」 

「山田議員」 

今ほど町長より、目標達成のための施策として３つの大きな柱を報

告いただきました。 

それぞれの内容について十分理解したつもりですけども、これらを

実施することによって、少しでも納税額が上がるものではないかなと

思いますが、先ほど言われた中で、私も今年に入って思ってるんです

けども、やはり目標達成するためにやっぱ町民関係者へのやっぱ協力

いうのは、ちょっと不可欠じゃないかなと思いますので、特に町外に

移住している元町民とか知人とか、そういった方に、より強力なサポ

ートをしていただきますように、また、ここにおられる方も中心にな

って、やっぱ１人でも２人でも、そういった方をやっぱ紹介して、納

税につがるような活動が、していただければいいかなというふうに思

います。 

それともう１点、愛媛県内のふるさと納税が過去最高の１２８億円

になったということを先日新聞で見ました。件数金額も前年より約４

割増加したというふうに聞いております。 

県では苦戦が目立つ９つの町に対して、支援に取り組んでいると言

われていますが、どのような支援を受けられているのか、受けようと

しているのか、そこら辺お聞かせ願ったらと思います。 
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議 長 

井上ふるさと創生課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

１点目の町民の御協力ということですが、まさしくこういった草の

根的な動きから始めなければならないというふうに思っています。先

ほども申し上げましたが、いろいろな会議で私の方から、町外に住ん

でおられるお子さんや御親族知人の方を紹介していただきたいとい

うお願いをしておりまして、実際、もう多くのデータといいますか、

情報をいただいております。またこの動きをですね、是非全町的に広

げていきたいというふうに思っておりますし、ちょうど明後日、森の

国まつの応援団関西支部の総会があります。その席でもですね、当然

会員の皆様にもお願いを申し上げますけれども、その会員の皆様から

また広げていただくということにも、お願いをしたいというふうに思

っております。 

次に県の９町に対する支援なんですが、これは担当課の方から御説

明を申し上げます。 

「議長」 

「課長」 

はい。御質問ありがとうございます。 

県では９つの町、県内の９つの町にふるさと納税額をアップするた

めのいろいろな施策を講じていただいております。大きく３つあるん

ですが、まず１つ目が、愛媛県のホームページ上で、９町のそれぞれ

の特産品を紹介をしてもらってます。県のホームページ上でふるさと

納税をしていただいて、そこから松野町の商品分を交付金という形で

還元をしていただいております。 

例えば、９町のお米の食べ比べセットとか、そういったものが商品

としてなっております。これはまだ令和５年度から始まった商品なの

で、これからよく売れていくようにタッグを組んで頑張りたいと思い

ます。 
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次に愛媛県におきましては、ふるさと納税のアドバイザー的な専門

家と契約をされております。そのアドバイザーの方に対しまして、松

野町からこういった商品を作りたいんだが、とか、こういった商品は

どうでしょうかとか、売れ線、今のトレンドはどういったものがあり

ますかとか、そういったものを聞きながらアドバイスを受けていると

ころです。 

直接的に御指導だとかアドバイスを受けているのはこういった２

つの件なんですが、ですが私たちは常々県に頼り切って、それで大丈

夫かということは考えておりません。また中間業者をポータルサイト

に任せっきりで大丈夫か、そういったものは全く考えておりません。

正直申し上げまして、このふるさと納税、全国１７８８の自治体で、

いわゆる税金の取り合い、競争でございます。これまで松野町として

は、そういったカタログショッピングの意味合いがあるふるさと納税

制度については、のらない。そんなに積極的には取り組んできません

でしたが、逆に考えたらですね、松野町から出ていくふるさと納税も

あるということを考えますと、赤字になる可能性もございます。 

実際に全国で４分の１の自治体が赤字の様相を呈してます。要は、

いただくふるさと納税より町内の住民の皆様が外の自治体にふるさ

と納税をしていくっていうことです。その額が多いければ当然赤字に

なります。幸い松野町を調べてみますと、８７０万ほどの黒字になっ

ております。ですが、もともとまだまだふるさと納税、１千万を超え

たばっかりでございます。しっかりとですね、今後ですね、愛媛県と

タッグを組みながら、松野町の商品をＰＲしていきたいと思います。 

また近隣の自治体と連携協定を結んでですね、海のものとか、みか

んとかそういったものも松野町の商品になれるように、いろいろ今回

ですね、近隣の市町とも今連携協定を結ぶようなことを考えておりま

すので、商品のラインナップを増やしていきたいと思います。 

ちょうど先ほど町長も申し上げましたように、早速明後日には、こ

れまで過去最大の参加される皆様をお迎えしまして、大阪で、松野町
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議 長 

出身の方の集まりがあります。こういった機会は、一番最高の営業の

機会になりますので、しっかりとＰＲして参りたいと思います。また

高校生の会社である一般社団法人松野イズムプロジェクトも、生中継

でその会場でアピールをしてくれますので、しっかりと今年度の目標

額２千万をまずは達成できるように、頑張って参りたいと思います。 

今日この議場にこられてる傍聴の方もたくさんいらっしゃいます。

是非、ふるさと創生課の方に、お知り合いの方、町外に住まれてる方、

御紹介ください。松野町からダイレクトメールで、ふるさと納税のカ

タログとかをお送りさせていただきまして、松野町のまちづくりを応

援していただけるよう、ＰＲさせていただきますので、是非ともよろ

しくお願いいたします。 

以上、答弁終わります。 

「議長」 

「山田議員」 

県からの支援というか考え方というかね、ポータルサイトとかいろ

いろ聞きましたけども、愛媛県八幡浜とか、愛南町は２０億近くふる

さと納税があるということも載ってましたので、２千万いうのは本当

にまだまだ少ない数字なので、なかなか厳しいとは思いますが、やは

り返礼品をもうちょっと充実というか、これはというものが、やっぱ

あれば一番いいんですけど、そこは難しいとは思うんですけどね、そ

ういったことも含めて、是非２千万が１億になるように取り組んでい

ただけたらと思います。 

それとふるさと納税は、自ら指定する用途に活用できる、大きなメ

リットだと思いますので、財源の少ない我が町において大変重要な施

策ではないかと思います。是非、強力に取り組んでいただいて、少し

でも松野町が潤沢になるように、また我々も協力したいと思いますの

で、是非また頑張っていただきたいと思います。 

以上で質問を終わります。回答は要りません。 

答弁はいいですか。 



－ 11 － 

４ 番 山 田 

議 長 

坂 本 町 長 

議 長 

坂 本 町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

６ 番 山 石 

議 長 

６ 番 山 石 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしありましたらですけど。多分大丈夫です。 

町長ありますか。 

「議長」 

「町長」 

はい。 

御協力をいただけるということで大変力強く思っております。 

このことにつきましてはですね、どうしてもその町外の方に寄付を

してもらわなければ始まらないということがありますので、我々も十

分情報発信に気をつけますが、先ほど言いましたように一人一人の町

民の方が、御自分のお知り合いの方を紹介していただく、ここから始

めないと、２千万、とても１億２億には届かないと思いますので、地

道な活動を続けて参ります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

以上で、山田議員の質問を終わります。 

続いて、通告２番、山石恭介議員の一般質問を一問一答方式で行い

ます。時間は、答弁を含め４０分です。 

山石議員の質問を許します。 

「議長６番」 

「山石議員」 

議長のお許しを得ましたので、私からは２問、ＢＢＱガーデン、ボ

ルダリングについて質問いたします。 

はじめに、ＢＢＱガーデンの現状と今後の課題についてお聞きしま

す。 

我が町は愛媛県で一番小さい町で財政も厳しく、地方交付税交付金

など、国や県に頼っており、決して余裕のあるという状況ではありま

せん。実は私のもとに、ＢＢＱガーデンを使っているところを見たこ

とがない、無駄ではないかというような話がありました。そういうこ

とで質問をいたします。 

まず、どういう経緯目的で建設をしましたか、お聞きします。 
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「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

まず、どういう目的でいつ建設したかということですが、本施設は

令和４年２月に農業公園多目的広場棟として整備をしたものであり

ます。施設の目的ですが、道の駅虹の森公園松野にある森の国ファー

ムの土地をですね、有効活用しまして、バーベキューをはじめ、様々

なイベントに利用できる、雨天でも大丈夫な屋根つきの施設を整備す

ることによって、虹の森公園全体、あるいは松野町全体の集客力向上

を目指して整備したものであります。 

以上です。 

「議長」 

「山石議員」 

どうしてＢＢＱガーデンを作ったのですか。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

このＢＢＱガーデン建設に至った経緯なんですけれども、この計画

が立ち上がったのがですね、令和２年の秋ごろなんですが、当時、愛

媛県と南予地区の各市町で連携して、交流イベントをやろうと、えひ

め南予きずな博なんですけれども、これを令和４年度に実施する計画

を策定をいたしました。当時本町におきましては、バーベキューでま

ちの活性化を目指しておる団体が活発に活動をされておりまして、そ

の功績もありまして、えひめ南予きずな博で核となるイベントとし

て、ＢＢＱフェスティバルを松野町でやろうということが決定したわ

けであります。 

また同時に、道の駅虹の森公園において、道の駅の自主イベントは

もとより、個人やグループ団体等によりまして、大小様々なイベント

が開催をされておりまして、その際季節的なものや天候の影響を軽減
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議 長 
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できるイベントスペースがあればいいといった要望を把握しておっ

たところであります。そこで、道の駅全体を俯瞰しまして、森の国フ

ァームの空きスペースとなっていたところに、有効活用にもつなが

る、屋根つきの多目的棟の建設を計画をいたしまして、令和３年度事

業として、事業実施したものであります。 

以上です。 

「議長」 

「山石議員」 

それでは費用は幾らでしたか財源の内容を教えてください。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

費用なんですが、先ほど言いました森の国ファームの中に建設した

わけですけれども、規模構造としては、木造平屋建で９１．１１㎡、

工事費用が１千５７万５千４００円となっております。 

また本体工事にあわせまして、ベンチやテーブルテントや収納倉庫

バーベキューグリル、こういったものの備品の購入費が１４０万円あ

まり経費としてございます。 

これは全て過疎債を充当をしております。 

そのうち財源、一般財源は幾らだったでしょうか。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。過疎債でございますので充当、基本１００ですけれどもいろ

いろ割り落としとかがありますので、９０とか９５％ということにな

ります。 

後、交付税還元が７０％ございます。 

「議長」 

「山石議員」 

建設決定をした経緯について教えてください。 
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「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

先ほどの御質問にお答えしたところなんですけれども、直接の要因

はえひめ南予きずな博、これに合わせて松野町でＢＢＱイベントを開

催しようということで、それに至るまでに、このバーベキューという

アウトドアの一環ですよね、これの可能性、非常に私も注目をしてお

りましたし、発展の可能性もあると思っていましたので、この施設の

整備に着手したところでございます。 

「議長」 

「山石議員」 

次に利用状況を教えてください。 

現在まで何回利用がありましたか。また予想された利用者数や利用

頻度の程度がどの程度だったですか、教えてください。 

以上です。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

利用状況について答弁をいたします。 

令和３年度ですね、についてはオープンがもう令和３年度末ぎりぎ

りの３月２５日でしたので、イベント数としては１件でございまし

た。次に令和４年度につきましては、２２回の利用で３８５５人のお

客様に利用していただいております。令和５年度におきましては、２

８回の理由で、６１３人のお客様に利用していただいております。 

予想された利用者数、利用頻度につきましては、近傍同種の施設を

調査してみましたが、立地や条件等も違い、更に初めてのケースで、

予想も立ちづらい部分もありますが、利用されるお客様の動向を分析

してみますと、実質１年目令和４年度においては、様々な催し物を中

心に多くのお客様に御利用をいただいたところでございます。 
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６ 番 山 石 

しかし個人利用といいますか、個別でお申し込みをいただくお客様

がまだまだ少ない状況であります。それが令和５年度になりますと、

個別でお申し込みいただくお客様が、前年度対比１５３％増と、徐々

にバーベキュー利用を中心に、施設の存在が浸透していき始めている

状況となっております。 

しかし、まだまだ伸ばせる状況があると思いますので、もっと皆さ

んに利用していただきたい、利用しやすい、そういった商品の開発に

取り組んで参りたいと思っております。 

「議長」 

「山石議員」 

今聞きますと令和６年３月までに大体４４回、１５２人、５３万７

千９００円ぐらいの利用があったように思いますが、採算は取れてい

たと思われますか。 

減価償却を問われる会社では大変です。 

できてしまったことはしつこく言いませんが、これから安易な政策

でなく、いろいろ検討して実行していただきたいと思います。 

次に需要の調査や利用見込み、検討はしましたか、教えてください。 

「議長」 

「坂本町長」 

当初建設にあたってはですね、バーベキューの需要につきましてデ

ータ等を収集しまして、全国的な動向を探ったほか、運営をします株

式会社まちづくり松野の社員を中心に、県内のそういったバーベキュ

ーを利用されてる類似施設、これの視察や調査をしておるところでご

ざいます。 

また、民間で経営されておりますバーベキュー施設を訪問し、実際

にこのバーベキュー体験をしながら、施設の利用料金や稼働見込みを

検討しているところであります。 

以上です。 

「議長」 
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「山石議員」 

はい。 

この今の状態で採算がとれていると思いませんが、原因はどこにあ

るとお考えでしょうか。 

「議長」 

「坂本町長」 

まず周知がよくできていない。稼働率が低下をしているというとこ

ろが一番の原因だと思います。また虹の森公園のスタッフもですね、

今の人手不足で、なかなか営業活動といったところにも手が回ってお

りません。更に価格設定等につきましても、まだまだ手探りの状況で

ございまして、ここらをですね、是非需要に応えるだけのシステムを

作り上げていきたい。私、このＢＢＱガーデンだけを捉えるのではな

くて、全体、虹の森公園全体でこのＢＢＱガーデンを位置付けて、こ

こでの集客をほかの施設にも波及させる、あるいはかごもり市場とか

レストランのお客様を、逆に、ガーデンの方に引っ張ってくるという

ような有機的な連携ができれば、全体的にこの収支の安定は図れると

いうふうに思っております。 

そういった話もですね、虹の森公園のスタッフの皆さんと、今やっ

ているところでございます。 

「議長」 

「山石議員」 

はい。 

経営の体制はできていましたか、メニューとか使用料、スタッフ、

器具、利用方法などこれを紙などに貼り付けたり、周知をされていた

状態だったんですか、お聞きします。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

これまでの状況なんですけれども、決してその十分に周知とか、い
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うことができていなかったということは反省しなければならないと

いうふうに考えております。またこのガーデンの位置付け自体が、ま

た虹の森公園全体、あるいは松野町の観光交流施策の中で、不明瞭な

点もあったというふうに思っています。 

こういったことでですね、せっかくできたこの施設でございますの

で、もうこれ有効に活用して地域に波及させるしかないというふうに

思っています。 

そのためには、管理しているまちづくり松野に任せっきりにするの

ではなくて、例えば、民間で活動されているＢＢＱ協会の皆さん、民

間の事業者の皆さん、飲食店の皆さん、そういったところと連携をき

っちりして、まずは利用率を上げていくということに取り組んでいき

たいと思っております。 

「議長」 

「山石議員」 

はい。 

今後の利用促進の具体的な取り組みを考えておられますか、教えて

ください。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

今後の利用促進ですが、実はですね、令和６年度に入りまして、ゴ

ールデンウィーク前後で、学校や団体など、大きな注文が入っていた、

大変幸先がいいというふうに思ってたんですが、４月１７日のあの豊

後水道地震でキャンセル、風評被害ですね、キャンセルが相次ぎまし

た。しかしながら、６月に入ると、企業との団体予約を複数いただい

ておりまして、少しずつ営業の成果が出始めているんじゃないかなと

いうふうに思っています。 

今後先ほども申し上げましたが、企業や学校等の団体のお客様につ

いては、町内の事業者の皆さんと連携を図りながら、そういったもの
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にも対応していきたい。更には予土線の利用や森の国ぽっぽ温泉と組

み合わせたセット商品としても、営業を進めていきたいというふうに

思っています。また家族や友達などを気軽にＢＢＱを楽しんでいただ

ける場所としての利用促進、これも進めていかなければなりません。

少人数でも使いやすい利用料金体系の見直しを図るほか、利用料金が

安くなっても、ほかに波及してそこで経済的効果が上がれば、私はそ

れで効果達成できてるというふうに思っておりますので、そういった

地域内の経済循環全体を俯瞰したような問題解決に取り組んでいき

たいと思っております。 

先ほど言いましたが、この点につきましてはですね、虹の森公園だ

けで解決できる問題ではないというふうに思っておりますので、民間

の事業者の方、あるいは他の観光施設、ＪＲ等の利用、そういったも

のも含めて、皆さんで賑わっていただくような施設にしたいと思って

おりますので、議員の皆様におかれましても、御指導いただきますよ

うにお願いを申し上げます。 

「議長」 

「山石議員」 

ＢＢＱガーデンの用途を再検討して新たな利用方法を模索したり、

地元の住民のためにイベントなどを企画したり、ＢＢＱガーデンの存

在を住民に周知徹底して、利用促進を図ってもらいたいと思います。 

続きましてボルダリングについて質問いたします。 

いろいろな事情により入荷が遅れ、私たちが議員になってから届い

た国内でも数少ない可動式キルターボードを購入しておられますが、

キルターボードの購入経緯と経費についてお聞きします。 

購入に至った背景、目的、費用を教えてください。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

このキルターボードなんですが、本町におきましては、キャニオニ
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ングでありますとか、カヌー、ラフティング、サイクリングあるいは

トレッキング、トレイルランなど、豊かな自然を生かしたアウトドア

スポーツの商品化が進められておりまして、ちょうど魅力向上につな

がっているところであります。 

このような中、本町の有する地域資源を生かした新しいコンテンツ

として、クライミングを導入しようということになり、取り組みを始

めました。導入に当たりましては、滑床渓谷のこの巨岩ですね、岩を

活用したフリークライミングのフィールドを発掘すると、そのフィー

ルドの場所や位置楽しんでいただくためのルールやマナーをもまと

めましたトポブックっていうガイドブックですね、これを刊行し、ク

ライミングジムや愛好家に配布をしているところです。その成果とし

て、滑床渓谷はですね、キャニオニングはもともと先行してきたわけ

でございますけれども、それに並んで、このクライミングということ

も滑床の１つの魅力として認知をされるようになりました。またクラ

イミング自体はですね、先に開催されました東京オリンピック、これ

でも正式種目になっておりまして、クライミングの認知度、それから

経済的効果が認識をされているところでございます。 

そこで、本町をクライミングのフィールドとして整備していくこと

に加えてですね、これは自然のもの屋外のものでございますけれど

も、雨天時や夜間でも楽しむことができる屋内型のクライミングボー

ドを、あわせて整備することによって、より充実が図られるというふ

うに考えをしたわけでございます。 

なお今回整備をしたクライミングボードは、西日本で初めてとなり

ます油圧式の傾斜可変ボードで、商品名がキルターボードということ

ですが、携帯電話から登坂ルートが設定でき、また世界中のルートセ

ッターの課題に挑戦できるなど、クライミング会では注目のボードと

なっております。 

このキルターボードと、天然のクライミングフィールド、これが連

動することによりまして、日本でもまれなクライミング環境が確保で
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きまして、そのほかのアウトドアとの連携も可能になると、ひいては

アウトドアスポーツの聖地化になるというふうに判断をしていると

ころでございます。 

本事業の費用につきましては、キルターボードの購入費に８０３万

円を支出しているところでございます。 

以上です。 

「議長」 

「山石議員」 

はい。 

需要はありましたか。なぜこのキルターボードが必要だったのです

か、教えてください。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

このキルターボードの必要性なんですけれども、先ほど言いました

ように滑床渓谷の中心にこのアウトドアスポーツを振興していこう

という中で、このクライミング、非常に有望であるという判断をした

わけでございます。ただアウトドアスポーツの宿命といいますか、雨

天時とかには使えないということで、そういった需要を吸収をするた

めに、このキルターボードを使いまして、屋内でそういった体験がで

きるというのは非常に、県内でも有数のものだというふうに思ってい

ますので、それで集客を図りたい。そういう考えから、このキルター

ボードを整備したわけでございます。 

「議長」 

「山石議員」 

はい。 

インストラクター不在になった理由を教えてください。個人的なこ

とでちょっと難しいかもしれませんが。 

「議長」 
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「坂本町長」 

はい。 

インストラクター不在になった理由なんですが、本事業の導入に当

たりまして、いろいろ貢献をしてくれていたインストラクターについ

ては、地域おこし協力隊として赴任したわけでございますけれども、

本町での持続的な活動や定住を望んでいたところですが、一方で、非

常に優秀なスキルを持っている当人でございますので、ほかの地域や

団体から引く手あまたという状況も把握しているところでございま

した。あわせて本人からもですね、いろいろな世界で力を試したいと

いう気持ちがあるということを、我々も感じていたところで、その気

持ちを尊重して、今回、ほかの場所で活躍をしたいという本人の要望

を考えたわけでございます。そういいながら、この滑床渓谷というの

は、全国的に見ても非常にボルダリングの聖地となる、そういった可

能性を大きく持っておりますので、将来的にはまた帰ってきてくれ

て、松野町でこのアウトドアスポーツ全般の振興に取り組んでくれる

のではないかなという期待はしているところでございます。 

「議長」 

「山石議員」 

現在の利用状況を教えてください。キルターボードはどうなってい

るんですか。今も利用されておりますか。 

「議長」 

「坂本町長」 

現在の利用状況なんですが、キルターボードは、今現在コミュニテ

ィセンターに設置をしておりまして、利用方法としては役場に申請を

提出していただいて、それで使っていただくということで、初めて利

用する方に関しては、注意事項等を記載した、利用誓約書を提出して

もらうほか、管理者である職員から指導を受けて、利用してもらうと

いうことにしております。これまでの利用登録を受けた方は１０９人

で、うち町内の方が１３人、町外の方が９６人となっております。お
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客さんとしましては松山市周辺や宇和島市、鬼北町、高知市など車で

２時間圏域内の方が多く登録をしていただいている状況です。実際に

キルターボードを利用された方の人数は、令和５年５月２９日のオー

プンから令和６年３月３１日までで７９組、３０４人、令和６年度に

なりまして４月１日から１ヶ月間の利用が５組で、１０人というふう

になっております。 

以上です。 

「議長」 

「山石議員」 

今後は、どのような利用を予定されておりますか、学校の体育館で

利用するようなことは考えておられませんか。解決策はありますか。 

「議長」 

「坂本町長」 

今後どう利用するのかですが、このキルターボード、更に有効活用

しなければならないということで、日本国内でもこの数少ないキルタ

ーボードを管理しながら、自然豊かなフィールドを活用したクライミ

ングやキャニオニング、マウンテンバイクやトレッキング、こういっ

た数多くあるアウトドアコンテンツに全体的にですね、磨きをかけま

して、松野町の魅力を発信する、こういったことの人材をですね、ま

ず確保しなければならないというふうに思っております。 

この確保した人材が、キルターボードや滑床渓谷をフィールドとし

て、クライミングを主軸に、アウトドアコンテンツや観光まちづくり

の組織でありますＤＭＯ、あるいは民間事業者との連携、更に今旧松

野南小学校の活用を考えております。こういったところとも連携をし

ながら、その人材を中心にですね、持続的なこのアウトドアスポーツ

の聖地化というものに取り組んでいきたいというふうに思っており

ます。 

以上です。 

分かりました。 
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「山石議員」 

せっかく購入したもんですから有効活用してもらいたいと思いま

す。 

最後にこの２件については、最後に建設や高価な品物、物品の購入

を決定する際は、需要調査や利用見込みなどを検討して採算の取れる

持続可能なものにしてもらいたいと思います。 

以上で終わります。 

まだ時間ありますが答弁いりませんか。町長。しますか。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

このＢＢＱガーデン、それからキルターボード、想定した数字より

も、実際的には実績が伴っていないということは、私どもも十分に把

握しております。ただその導入についての目的でありますとか、意義

というのは、当時判断したことは、決して間違いではなかった、可能

性は十分あるというふうに思います。 

せっかく作った両施設でございますので、皆さんに、まずは使って

いただく。そして、町に経済的な効果も含めまして、いろんなこうメ

リットがありますように、これから管理者とともに取り組んで参りま

すので、引き続きまして御指導のほどよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

以上で、山石議員の質問を終わります。 

続いて、通告３番、山崎匡議員の一般質問を一問一答方式で行いま

す。時間は、答弁を含め４０分です。 

山崎議員の質問を許します。 

「議長３番」 

「山崎議員」 

ただいま、議長のお許しをいただきましたので一般質問を通告書の

とおりさせていただきます。 
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まず１つ目、発達障害者支援について質問したいと思います。 

質問の前に、発達障害というものについて、担当課の方より資料を

作っていただいてますので、まずその発達障害というものについて説

明をしていただいたらと思います。 

「議長」 

「課長」 

それでは、発達障害につきまして、資料に基づき説明いたします。 

発達障害は身近にあるけれど、社会の中で十分に知られていない障

害でした。特性に応じた支援を受けることができれば、十分に力を発

揮することができる可能性がありますが、支援体制も十分でなかった

ことから、発達障害について社会全体で理解して支援を行っていくた

めに、平成１７年４月から発達障害者支援法が施行されました。 

発達障害者支援法において発達障害とは、自閉症やアスペルガー症

候群などの広汎性発達障害、注意欠陥多動性障害、学習障害など、脳

機能の発達に関係する障害で、その症状が通常低年齢において発現す

るものとされています。その特性により人との関係づくりやコミュニ

ケーションなどがとても苦手であっても、優れた能力が発揮されてい

る場合もあります。 

ただ、周りから見ますと、アンバランスな様子があることから、大

変理解されにくい障害です。少し具体的に説明いたします。 

次の資料をお願いします。 

まず、自閉症ですが、最近では、自閉症スペクトラムと呼ばれるこ

ともあり、言葉の発達の遅れ、コミュニケーションの障害、対人関係、

社会性の障害、パターン化した行動、こだわりなどの特徴があります。

事例につきましてはお目通し願います。 

次の資料をお願いします。 

アスペルガー症候群は、広い意味での自閉症に含まれる１つのタイ

プで、コミュニケーションの障害、対人関係、社会性の障害、パター

ン化した行動、興味関心の偏りがあります。しかし、自閉症のように、
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幼児期に言葉の発達の遅れがないため、障害があることがわかりにく

いのですが、成長とともに不器用さがはっきりすることが特徴です。 

次の資料をお願いします。 

注意欠陥多動性障害は集中できない、じっとしていられない、考え

るよりも先に動くなどの特徴があります。 

次の資料をお願いします。 

学習障害は全般的な知的発達に遅れはないのに、聞く、話す、読む、

書く、計算する、推論するなどの特定の能力を学んだり行ったりする

ことに著しい困難を示す様々な状態をいいます。 

資料の１ページをお願いします。 

今ほど説明した症状は特性の１例であり、実際には障害ごとの特徴

がそれぞれ少しずつ重なっている場合も多く、障害の種類を明確に分

けて診断することは大変難しいとされています。 

最後の資料をお願いします。 

以上のように、繰り返しになりますが、発達障害は周りから見てア

ンバランスな様子があることで、誤解も多くなかなか理解されにくい

障害であります。また、発達障害は脳の働きの違いによるもので、決

して本人の努力が足りないとか、親のしつけに問題があるといったも

のではございません。ほかの人との関係づくりやコミュニケーション

などがとても苦手であっても、優れた能力や魅力が発揮されている場

合もあります。一人一人の特性に応じた理解や支援により、その違い

は、障害ではなく個性へと変化していくものでございます。 

簡単でございますが、以上で説明を終わります。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。説明ありがとうございます。続いて質問の方に移りたいと思

います。 

２０２２年の文科省調査によると、発達障害の可能性のある児童の

割合というのは、小学校で１０．４％、中学校で５．６％、公立小中
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学校で７０万人を超えるというふうに言われております。女性が１男

性が２という割合で、男性の方が多いというような結果が出ておりま

す。３５人学級でしたら４人、松野でいう２５人学級だったら３人、

実は現場ではもっと多いんではないかというふうな意見が、私の耳に

は入っております。 

先ほど、担当課で説明していただいた発達障害者支援法という、平

成１６年に成立して１７年４月に施行されている法律なんですけど

も、長年にわたって福祉の谷間で取り残されていた発達支援というも

のに対してしっかり支援していくというような内容になっておりま

す。発達支援を行うことに関する国及び地方公共団体の責務を明らか

にするというふうに明記されております。 

松野町でも当然地方公共団体ということですから、しっかり支援し

ていかなければいけないというふうな認識です。 

そこで、その支援法の中でも、早期発見早期支援の必要性というも

のが言われております。今松野町内での早期発見、早期支援、どうい

う形で行われているのかお聞きしたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

それでは、早期発見早期支援の現状、資料が出ますかね。 

こちらに発達障害における地域支援の構造を見える化したものが

あります。縦軸に支援レベル、それから横軸に年齢、それぞれの間に

インターフェースとして連携等についてまとめております。 

本町では妊娠期から出産、子育てに至るまで、長期的な視点で、保

健師、管理栄養士を中心とする専門職が支援を行う体制をとっており

ます。その中で、早期発見、早期支援としては、出生前の母子健康手

帳の発行に始まり、妊婦の訪問や出産後の赤ちゃんの訪問、ちょっと

した困り事などの育児相談、専門的視点から乳幼児の発育発達を見守

り支援する乳幼児健診のほか、健診日や相談日以外でも相談を受ける
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ケースもあります。注意欠陥多動性障害ＡＤＨＤについては、年少児

の多くは落ち着きがなく鑑別が難しいものの、保育園などで集団生活

になり始める５歳ごろには、その特性が現れると言われており、小学

校へ入学するまでの関わりが大変重要でもあることから、あらゆる機

会を通じて保護者の様々な不安に寄り添うこととしております。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

現状については理解いたしました。 

検診の時ですけれども、質問の２に入るんですけど、気になる子の

指摘というだけでは、保護者の不安というのが、より大きくなるだけ

なのではないかと思っております。専門の医療機関というのも不足し

ているというふうに言われてますし、専門の医療機関での診断という

のが、時間がかかるような現状でございます。その間っていうのは、

保護者にとっては、不安な日々を過ごすことだろうと思うんですけ

ど、そういう保護者の悩み、また不安に対して、どういう形で、また

どういう気持ちで寄り添っていっているのか、また今からやっていく

のかということを含めてお聞きしたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

保護者の不安な気持ちへの寄り添いということなんですけれども、

先ほど申し上げましたとおり、出産前から保護者の様々な不安に寄り

添うこととしておりますけれども、冒頭で御説明したとおり、発達障

害の特性は、同じ障害でも個々に大きく異なります。年齢によって、

行動面や情緒面など様々に変化をするものです。また、乳幼児健診な

どで、気になる子っていうことを伝える際には、保護者の受けとめ方

や心の動揺など、様々に異なるものです。加えて、子どもの年齢や発

達の状況、非常に高い育児ストレスや社会的な孤立感など、様々な要



－ 28 － 

 

 

 

３ 番 山 崎 

議 長 

３ 番 山 崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂 本 町 長 

議 長 

坂 本 町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

因が重なることから、保護者への寄り添い方には十分に配慮し、関係

機関が協力して、地域で支える仕組みづくりを進めることが重要だと

考えております。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

なかなか保護者さんによって受け取り方が本当に時間がかかった

りとか、ショックを受けたりとか、受けとめにくかったりということ

があると思いますんで、是非、個別の保護者さんの気持ちに寄り添っ

て、しっかりとした支援をしていただいたらと思います。 

次の質問に入りたいと思います。 

先ほど言った支援法でも、専門知識を有する人材の育成と確保につ

いてしっかり明記されているんですが、この点をお聞きしたいと思い

ます。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

専門知識を有する人材の確保という件でございますけれども、まず

保護者の方と最前線で接するのは、保健師ということになります。こ

のため、県の発達障害者支援センターが開催する支援者研修会、ある

いは南愛媛療育センターでの勉強会、保護者交流会などに参加して、

スキルアップに取り組んでいるところでございます。次の段階として

保育園があります。 

保育園につきましては全国的な保育士不足の影響を受けまして、虹

の森まつの保育園にもスタッフの数に余裕がなく、研修等の受講につ

いても十分に対応できている状況ではありません。そのため、保健師

等専門職や関係機関と連携を密にし、情報共有や指導を受けながら、

日々保育業務の充実に努めているところでございます。 

小・中学校の段階になりますと、特別支援教育主任と特別支援地域
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コーディネーターを配置しておりまして、県主催の専門的な研修に加

え、全教職員と学校生活支援員を対象に、町主催の研修会を開催し、

特別支援教育に関する専門性や実践的指導力の向上を図っていると

ころでございます。発達支援には医療機関との関わりも重要なことか

ら、広くコーディネートできる人材の確保に努めて参りたいと考えて

おります。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

先ほど、専門職のスキルアップのために動いているということなの

でひとまず安心したところでございます。時間もありますので簡潔な

答弁をお願いしたいと思います。 

支援法でも言われていますペアレントトレーニング、保護者さんの

トレーニング及びプログラムについて、取り組まれているのかどうか

お聞きしたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

保護者に対するペアレントトレーニングでありますけれども、近隣

では南愛媛療育センターで実施されているところです。また町としま

しては、昨年度まではペアレント・メンターえひめという団体が実施

しておりましたペアレント・メンターカフェを本年度からは町からの

委託事業として実施する予定としております。このペアレント・メン

ターとは、自らも発達障害がある子どもの子育てを経験し、かつ相談

支援に関する一定のトレーニングを受けた親による親のための相談

者ということになります。発達障害の診断を受けたばかりの子どもの

親や様々な子育ての疑問を持つ親に対して、悩みを聞いたり、情報提

供を行ったり、専門家では果たせない経験者であるからこそ可能な共

感的サポート、これを当事者視点で情報提供を行うことが特徴になっ

ておりますので、保護者の不安な気持ちへの寄り添いとしても大変効
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果的であるというふうに考えているところです。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

是非、孤立というものが一番怖いんだろうと思うんで、孤立させな

いようなトレーニング及びプログラムというのをしっかり立ててい

ただいたらと思います。 

続いて次の質問に移りたいと思います。 

私もこの質問するにあたり何人かの発達障害といわれている人の

保護者さんに意見をお聞きしました。その中で５番の質問なんですけ

ど、本人家族同士がお互い支え合えるようなコミュニティが欲しいと

いうことを言われてました。もう少し広域になるのかな、町単独では

なくて、もう少し広い範囲でっていうことになるのかなと思うんです

けど、そういうことへの取り組みについてお聞きしたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

本人や御家族同士が話し合えるコミュニティとしましては、発達障

害がある、または気になる特性のある子どもの保護者同士が、情報交

換をはじめ気軽に話し合うことができる自主的な集まり、いろどりと

称しまして、月に１回開催し、会場や情報の提供などの支援を行って

いるところであります。先ほど御説明しました、ペアレント・メンタ

ーカフェとあわせまして、こういった様々な機会の提供に努めていき

たいと考えております。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。是非とも今後ともよろしくお願いいたします。 

続きまして６番の質問に移りたいと思います。 

県が設置している発達障害者支援センターというものがあるんで
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すけども、これの活用についてお聞きしたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

この発達障害者支援センター、『あいゆう』は、発達障害者に対す

る支援を総合的に行う地域の拠点として、発達障害者支援法に基づき

まして、平成１９年４月に東温市にあります県立子ども療育センター

に併設されたもので、発達障害がある方やその御家族の相談に専門的

に応じる機関であります。この支援センターには、発達障害者地域支

援マネージャーも配置をされておりまして、県内の中核機関として地

域支援機能も広く担っていることから、引き続き、本町としましても、

連携、充実、強化を進めて参りたいというふうに考えています。 

「議長」 

「山崎議員」 

今までに『あいゆう』を活用したのかお聞きしたいと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

保健福祉課長から。 

「議長」 

「課長」 

はい。 

東温市にあるということで、なかなか活用したくても遠いというこ

ともありまして、松野町からの活用はゼロと聞いております。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

距離的なものもありますし、当然ながら親御さんの希望というのも

あるんだろうと思います。ただ情報というのはしっかり提供していた

だいて、もし活用したいという時にはしっかり中継ぎ役というのを果
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たしていただいたらと思います。 

はい。じゃあ次の質問に移りたいと思います。７番の質問です。 

保育園、学校、行政、支援機関との連携というものについてお聞き

したいと思います。 

保育園、まず保育園に入って初めて他人のお子さんとの比較という

ものに、親御さん目の当たりにするんだろうと思います。そこでまず

１つ目の不安、大きな不安がやってくるんだろうと思います。そして、

行政機関も保育園、学校、支援機関と担当課が変わっております。違

う担当課になります。そこでよく言われている行政特有の縦割りの情

報共有というのができているのかどうか、その辺しっかり連携しなが

ら取り組んで欲しいということもありましてこの質問をしたいと思

います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

保育園、学校、行政、支援機関との連携ということですけれども、

発達障害者の支援におきましては、本人それから保護者の意思が、で

きる限り尊重されることを前提に早期に状態を確認しまして、治療や

支援を実施することで、その障害の発生予防や程度の軽減につながる

場合もありまして、妊娠、乳幼児幼少期の成長や発達の段階に合わせ

た健康審査の実施により、関わっている医療機関や保健師からの情報

を共有するほか、保護者の協力を得まして、家庭での生活の状況や、

その子どもの特性を把握し、家庭から保育園、保育園から学校と環境

の変化にも注視をしながら、関係機関と連携を密にすることが重要で

あると考えております。 

まず保育園なんですけれども、その性質上、保育内容に特別なもの

を準備することは配慮は必要ないと思われますけれども、必要と思わ

れる場合は、保育士を加配するなどの対応のほか、入園時や進級時は

もちろんのこと随時、保護者との関係を密にし、情報の供給を図るほ



－ 33 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 番 山 崎 

議 長 

３ 番 山 崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 好 教 育 長 

議 長 

三 好 教 育 長 

 

 

 

 

か、保健福祉課の保健師、町民課の担当者及び園長や保育士、栄養士

で構成する関係機関連絡会を月に１回の頻度で開催し、支援が必要な

児童については連携の強化も務めております。また今度は教育分野に

おきましては、専門家や関係機関、行政や学校関係者で構成する松野

町教育支援委員会を年２回開催し、特別な支援が必要な子どもたちの

学びの場や指導支援のあり方について協議を行うなど、情報共有と連

携強化、決して縦割りにならないよう努めて参りたいと考えておりま

す。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

実はこの質問をした背景には、学校で学年が変わって担任が変わっ

た時に、また同じ説明をずっとしないといけないっていう保護者の声

もありまして、この質問をさせていただきました。しっかり連携をと

って情報を共有しながら、プライバシーの問題というのも当然ながら

あるわけで、許される範囲ということになるんでしょうけど、しっか

り親御さんの気持ち、ニーズにしっかり応えていけるよう連携をとっ

ていただいたらと思います。 

続きまして８番の質問に移りたいと思います。 

これは学校教育機関での支援ということで、今の松野町内での学校

教育機関での支援、支援策についてどういうふうな形で行われている

のかお聞きしたいと思います。 

「議長」 

「教育長」 

失礼します。 

学校における支援と聞かれたら、何を答えていいのかなと悩みまし

た。範囲が広いので、とりあえず今、学校として、学習、あるいは生

活上困難のある子どもたちを受入れる場、学びの場がどのようなもの

があるかということを説明しようと思います。 



－ 34 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 番 山 崎 

議 長 

３ 番 山 崎 

 

 

 

 

 

 

 

大きく３つあります。 

１つは、通常の学級です。学級担任が適切な指導や支援を工夫しな

がら学習を進めていきますが、必要があれば、学校生活支援員を配置

して、個別の支援をしながら行ったり、あるいは一部の授業を別の場

所で行う通級指導教室の制度を活用することもあります。 

２つ目が、特別支援学級です。少ない人数、少人数で一人一人の子

どもの実態に合った教育内容や教育方法で学習をします。また、教科

によっては、通常の学級の子どもたちと一緒に学ぶ、あるいは一緒に

活動する交流及び合同学習というのも行ってます。 

３つ目は、県立の特別支援学校です。幼稚園、小・中学校、高等学

校と同じような学習をするんですが、それとは別に、一人一人の子ど

もが抱えている学びにくさであるとか、生活しにくさ、そういったも

のを改善する、あるいは克服するための特別の内容、自立活動ってい

うんですけど、そういった学習もしています。 

いずれにしましても、一人一人の実態に合ったより専門性の高い教

育を行っています。 

最後に、今申しました学びの場ですが、決して固定はされていませ

ん。子どもの発達の状況によって変更はできることになっています。 

以上でございます。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

町内の学校また特別支援学校の活用というふうに、今お聞きして１

つ僕が心配していることっていうのは、やはり偏見と差別ということ

なんですけれども、やはり通級といって普通の教室の中で、お子さん

を学校教育を受けさせたいっていう親は多いんだろうと思います。そ

の中で、偏見と差別ということに対して、学校教育の中でどういうふ

うな留意をされているのか、そういうことをお聞きさせていただいた

らと思うんですが。 
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「議長」 

「教育長」 

はい。お答えします。 

ちょっと予想してなかった質問で戸惑っていますが、私が学校に勤

めていた頃、子どもたちに障害のことをどう伝えればいいのかってい

うことを非常に悩みました。これは非常に難しくて、それぞれいろい

ろ考えたあげく「全ての人、子どもたちもそうですし、先生方、周り

の先生方も全てそうなんだけど、絶対に得意なことと苦手なことがあ

るよ。で得意なことは、みんなで応援しようね。そして苦手なことは、

みんなで助け合って協力し合ってやっていこうね。」っていう話をま

ずして、その年に新しく特別支援学級を作りました。 

特別支援学級で学ぶ子どもがその時２人ぐらいいたんですが「Ａち

ゃんとＢちゃんは、少ない人数で静かな場所で勉強する方が、勉強が

すごく分かりやすい。だから、特別支援学級で勉強するんだよ。」っ

てそういう話をしました。 

いずれにしても、子どもたちに障害のことを理解させるのは非常に

難しいんですけど、日々の活動の中で、教育活動の中で少しずつ、少

しずつ教えていくしかないのかなっていうことを１つ思っています

し、あわせて子どもたちにとって一番のお手本は教員です。教員自ら

が、やっぱりその障害のある子どもたちに対する接し方をきちんと見

せなければならないと思っています。 

以上でございます。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。 

なかなか難しい問題だろうとは思いますけれども、引き続き御尽力

いただいて、そういうことが少しでも少なくなるようにしていただい

たらと思います。 

この質問の最後になるんですけども、私が先ほど言った、親御さん
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の意見を聞いて、この質問に立ってるっていうことなんですけども、

ある方は、大人になってから息子さんの発達障害の診断が下ったとい

う方がおられました。その方が言われるのに「小さい頃に、もし分か

ってて適切な支援を受けれとったら、もしかしたらもう少し違ったの

じゃないかな。」っていうことを言われたんで、そのことが私のここ

に質問に立つような原動力にもなってるわけですけども、そういうこ

とも含めて、町の方でしっかり支援していただいたらというふうに思

います。 

この質問は以上で終わります。 

続いて次の質問に移りたいと思います。 

帯状疱疹のワクチンの接種についてなんですけれども、平成２９年

に国立感染症研究所が出した資料に、８０歳までに３人に１人、８５

歳までに２人に１人、すいません資料のほう出してもらってると思う

んですけれども、という結果というか、そういうふうな報告もありま

す。また令和５年の６月の愛媛県の県議会の定例会において、帯状疱

疹ワクチンの助成及び定期接種化を求める意見書というのが、全会一

致で可決され、国会の方にも提出されております。県の方でも、この

問題については、かなり重要視されているのかなというふうに思って

おります。 

町内でも、４０代５０代の方も含めて多くの方が感染し苦しんでお

られます。女性の方が割合も多いです。ちょっと資料、次の２ページ

の方に移させてもらったらと思います。資料の中で言いますとワクチ

ン今２種類、大きく分けて２種類あるんですけれども、生ワクチンと

不活化ワクチンというのがございます。不活化ワクチン、費用につい

ては４万円程度かかります。４万円自費負担ならかなり高額になると

思います。注目していただきたいのは発症予防効果なんですけど、９

６．６％、ほぼワクチンを接種すると発症しないというような状況に

なるんだろうと思います。持続性も９年以上ということでございま

す。一番下に書いてあるとおり、県内でのワクチンの助成自治体、鬼
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北町、愛南町、久万高原町、内子町この町においては助成を行ってお

ります。この助成している４町村、高齢者比率が高い町でございます。

当然ながら我が町も高齢者比率が高い。そういうことになると思いま

す。これだけの自治体が、ワクチンの助成をしといて、松野町もこの

問題についてはしっかり助成をするべきではないかなというふうに

思うんですが、お考えをお聞きいたします。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

それでは、帯状疱疹ワクチンの接種につきましてお答えをいたしま

す。 

ちょっと資料は、はい。この資料のとおりですね、各種の予防接種

につきましては、予防接種法に基づきまして、感染力や重篤性が大き

いことから、蔓延防止に比重を置いたＡ類っていうその上の部分です

ね。それと、個人の発病や重症化予防に比重を置いたＢ類、それ以外

の任意予防接種の３つに分類をされております。御指摘の帯状疱疹ワ

クチンにつきましては、現段階では一番下段になります、任意予防接

種に位置付けられております。参考までに、昨年度まで新型コロナワ

クチンは、Ａ類でありましたが、今年度からＢ類へと変更をされてお

ります。 

この違いはですね、予防接種により健康被害が発生した場合の救済

制度としても、Ａ類、Ｂ類は予防接種法に基づく予防接種健康被害救

済制度の適用が受けられるのに対しまして、任意予防接種では、医薬

品医療機器総合機構法に基づく救済となるといった違いがございま

す。 

なお、中央診療所の帯状疱疹と診断された患者数は、令和３年度で

４２名、令和４年度で４４名、令和５年度で４０名で、大体年間４０

名以上の方が診療所で診断をされると。そのうち５０歳以上が９割以

上を占めていて、その後、痛みや後遺症により長らく通院される方や
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重症化のため入院される方もおられます。 

このため、ワクチン接種を希望される方もありますが、先ほど議員

言われましたように、２回接種が必要な不活化ワクチンの場合は、２

回で４万以上と高額なため、断念される方も多いようです。ただ、報

道の影響もありまして、近年ワクチン接種に助成があるのかという問

い合わせも増えているように思います。 

こういったことから先ほど言われたとおり、昨年７月に県議会で採

択された意見書においても、予防接種法上の定期接種への位置付けが

強く要望されており、このことも踏まえつつですね、近隣町村で、助

成をされている状況、更には、住民ニーズなどを総合的に判断し、本

町としても積極的にこの接種を推進すべきと考えまして、来年度当初

予算に計上するように検討しているところでございます。 

以上です。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。ありがとうございます。 

来年度の事業計画に是非盛り込んでいただくことをお願いしまし

て、この質問は終わりたいと思います。 

続いて最後の質問に移りたいと思います。 

坂本町長の進退についてということで、２期８年を振り返り、自分

の今までやってきた町政というものをどう評価されているのか。ま

た、１１月の次期町長選に対してどういう考えを持たれているのか、

もし３期目を目指すというのなら、我が松野町の今後どういう町にし

たいのか。 

強い思いと決意を是非、もしそうであるのならば言っていただきた

いと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

最後の御質問、今後の私の身の振り方について現時点での考えを述
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べさせていただきます。 

私は平成２８年１１月に町民の皆様の御理解、御支援をいただきま

して町長に就任し、これまで７年半にわたり森の国松野町の舵取り役

を務めさせていただきました。その間一貫して、小さな町の大きな挑

戦、これを町政の基本方針といたしまして、町内の１０の部落を、ま

ちづくりの基礎単位として位置付けまして、小さな町だからこそ可能

な地域おこしに取り組んできたつもりでございます。 

いやいや大きな挑戦って何もしてないよねっていう御批判もある

かもしれません。しかし、この大きな挑戦というのは、大規模な投資

による基盤整備や一過性の集客イベントを開催するのではなくて、小

規模な基礎自治体ならではの生活に、身近な課題をですね、様々な行

政分野に連携させながら住民の皆さんと協働して解決していくとい

うことでございます。 

これは町民の皆さんの目には、もしかしたら物足りないと映るかも

しれませんが、松野町とそれを構成する１０の部落が、これから先２

０年後、３０年後、５０年後もコミュニティとして存続していくため

には、私は最もこれが効果的で持続的な手法であり、また革新的な取

り組みであると信じているところでございます。 

その信念に基づきまして部落ごとの住民座談会を復活させるとと

もに、各部落への権限、財源の移譲を積極的に推し進めて参りました。

その具体例としましては、町の総合計画の中に各部落の地域づくりの

指針となります地域計画を登載をするとともに、部落の事業や活動の

原資として自由に使える地域づくり交付金制度を導入、また部落が優

先順位を決定し実施する道路等維持管理事業や農業農村整備事業、協

働のまちづくり事業などを創設拡充するなど、地域の皆さんが自ら考

え、実現する取り組みを行政がしっかりとサポートする、そういった

仕組みを作り上げて参りました。 

また、最も存続が危ぶまれる上家地部落につきましては、地元と民

間事業者、そして行政が三位一体となって養豚と野菜栽培を軸に、集
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落の再生を図るプロジェクトが、今現在、着実に進展しているところ

でございます。これから先もですね、住民が主役、地域が舞台という

強いこだわりを持って、森の国松野町の存続発展、次世代への継承に

取り組んで参りたいと考えております。 

そのほかにもですね、基幹産業であります農林業の多様な担い手の

確保、仕事と住宅と子育て、これを組み合わせた移住促進松野モデル

の推進、あるいは南海トラフ大地震を想定した防災減災対策の強化、

医療福祉保健、介護の連携によります地域共生社会の実現、そしてＪ

Ｒ予土線の存続と観光まちづくりの推進、更にはふるさと納税の強化

など、まだまだ取り組まなければならない行政課題は山積しておりま

す。特に人口減少対策につきましては、Ｕターンや移住を促進して、

人口減少に歯止めをかける緩和策とともにですね、少ない人口でもコ

ミュニティの機能をこれからも維持をしていく適応策、これの二本立

てに転換しなければならないと考えております。 

もう１つ、私の役場人生に大きな影響を与えた出来事があります。

それは１４年前に松野町が平成の市町村合併を見送り、単独で自立を

する道を選択した当時のことです。今ここでその合併の功罪について

論じるつもりはありませんが、当時は合併先をめぐって対立が生ま

れ、町民同士が非難をし合い、町政が停滞する事態となったことを今

でも鮮明に覚えております。議論をするのは大いに結構だと思います

が、あの時のような町内が分断されるような過去は絶対に繰り返して

はならないというふうに思います。その思いから、私は町内の融和を

図り、対話を促し、地域のきずなの大切さを訴えてきたつもりでござ

います。これからもその姿勢は堅持していきたい、そういうふうに思

っております。 

また、町長に就任以降も未曾有の被害を出した平成３０年の西日本

豪雨災害や昨年まで長きにわたり私たちを苦しめたコロナ感染症な

ど、幾多の災厄や危機がありましたが、松野町の持つ地域のきずなの

強さや温かさ、更には町民の皆様のふるさとへの強い愛情、そして地
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域外からの応援によって何とか乗り越えることができたと感謝して

いるところです。 

このように先人が築き上げられた穏やかで温かな、そして町民の皆

さんがこよなく愛する松野の暮らしを、何としても次の世代に引き継

がなければならない。そう考えた時にですね、もし町民の皆様の御理

解、御支援をいただけるのであれば、その先頭に立って、森の国の舵

取り役の務めを果たしたい、全身全霊を注いで力の限り松野町ために

働きたいと決意するに至りました。 

５０年後１００年後もこの松野の里で穏やかな暮らしが続き、自然

や歴史、文化が次の世代に順々に引き継がれていく。もちろん今を生

きる町民の皆さんにも幸せを実感をしていただく、このような松野町

を作り上げる使命を私に担わせていただきたい。その決意をここに明

らかにさせていただきまして、御質問への回答といたします。 

「議長」 

「山崎議員」 

はい。次期への意気込みというものをお聞きさせていただきまし

た。先ほど町長がおっしゃったように、我が松野町には、数多くの問

題が山積しております。その問題に対して真摯に取り組んでいただい

て、もし次、出て町長という職に就かせてもらうことになれば、そう

いう問題をしっかりまた対応していただいて、少しでも良い松野町に

していただいたらと思います。 

以上をもちまして私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

以上で、山崎議員の質問を終わり、これで一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩します。          （１１：０３） 

（休憩１１：０３ ～ 再開１１：１５） 

休憩前に引き続き会議を開きます。       （１１：１５） 

日程第４ 報告第２号「鬼北土地開発公社に関する報告について」

を議題とします。 
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町長に報告を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは報告第２号「鬼北土地開発公社に関する報告について」地

方自治法第２４３条の３第２項の規定によりまして、決算状況等を御

説明申し上げます。なお本日御報告する内容は、本年６月６日に開催

をされました鬼北地開発公社理事会において承認されたものであり

ます。 

鬼北土地開発公社は、鬼北地域内での土地開発事業を計画的かつ円

滑に進めるため、出資団体である鬼北町、松野町の委託を受けて、必

要となる公共用地の先行取得、造成管理などを実施するために設立さ

れた団体でございます。 

令和５年度決算について説明いたします。 

まず、収益的収入及び支出について説明いたします。 

収益的収入ですが、事業収益につきましては、予算計上並びに決算

額がありません。事業以外の収支については、収入のうち事業外収益

は、普通預金利息が５円、定期預金利息が１００円、運営費補助金が

７万８千５９６円、その他雑収益３６０円で、合計７万９千６１円の

収入決算となっています。 

続いて、販売費及び一般管理費は、役員報酬が６万２７円、需用費

が１万７千円、役務費が１千６７４円、合計して７万８７０１円の収

支決算であります。 

次に資本的収入及び支出について説明をいたします。 

資本的収入ですが、長期借入金として２万５千７８７円を決算計上

しております。これに対して支出ですが、支払い利息として２万５千

７８７円の決算となっています。 

次に財産目録について説明しますと、資産の部では、普通預金が１

１万２千２７４円、定期預金５００万円、公有用地として、鬼北町に

４３９１㎡の土地１件で、１千７２６万４千３９０円で、資産合計２
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千２３７万６千６６４円となっています。 

次に負債の部では、短期預かり金として、役員報酬の源泉所得分と

運営費補助金超過分が、合わせて１１万２千２７４円、長期借入金が

１千７２６万４千３９０円、よって負債の部合計が１千７３７万６千

６６４円となっており、これから資産合計を差し引いた５００万円が

正味財産となっております。 

続いて貸借対照表については、資産の部、負債の部それぞれについ

ては、財産目録で説明したとおりであります。資本の部については、

資本金として基本財産５００万円であり、その内訳を資本金明細書と

して記しております。準備金につきましては、前期繰越準備金及び当

期純利益は０円でありますので、長期借入金等による負債合計が１千

７３７万６千６６４円、資本合計が５００万円となり、負債資本合計

は２千２３７万６千６６４円となります。 

また損益計算書では、販売費及び一般管理費が７万８千７０１円、

事業外収益が７万９千６１円であり、従って経常利益、当期純利益と

も３６０円の決算となっております。 

最後に、今回の会計期間における資金の流れを、キャッシュフロー

計算書によって報告をしておりますが、事業収入がないことから、運

営費補助金と収入７万８千５９６円に、その他事業収入３６０円を加

えた７万８千９５６円から、公有地取得事業収支等を差し引いたマイ

ナス１千７２６万４千１３５円に、受取利息１０５円を加え、マイナ

ス１千７２６万４千３０円となります。このほか、投資活動によるキ

ャッシュフローは０円、財務活動によるキャッシュフローは、鬼北町

１件の公用地所得に係る長期借り入れによる収入１千７２６万４千

３９０円となっており、事業活動によるキャッシュフローから財務活

動によるキャッシュフローまでを差し引きまして、現金及び現金同等

物増加額は３６０円、現金及び現金同等物期首残高は５１１万１千９

１４円、預金及び現金同等物期末残高は５１１万２千２７４円となっ

ております。 
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以上で決算状況の説明を終わりますが、土地開発公社におきまして

は、現在のところ本町が土地開発公社を利用する計画はありません。

しかしながら、今後、住民福祉の向上や地域経済の活性化のために大

型事業の導入が必要となった場合には、土地開発公社の存在意義が出

てくると思われます。そのため、当面の間、鬼北町とともに土地開発

公社を存続していくとしておりますので、議員各位の御指導、御支援

をお願い申し上げまして、地方自治法第２４３条の３第２項による報

告とさせていただきます。 

これから、本報告に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

以上で、報告第２号の報告を終わります。 

日程第５ 報告第３号「株式会社まちづくり松野に関する報告につ

いて」を議題とします。 

町長に報告を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは報告第３号「株式会社まちづくり松野に関する報告につい

て」地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、決算状況等を御

報告いたします。 

なお、本日御報告する内容は、令和６年５月２２日に開催された株

式会社まちづくり松野第８期定期株主総会において承認されたもの

でございます。 

まずはじめに、第８期、令和５年度の営業報告の総括についてです

が、虹の森公園全体の売上げ実績は、消費税抜きで２億２千７３９万

７千８８４円で、前年度対比で３８．７％の増、金額で６千３４６万

７千４２１円の２期連続での増収となっております。 

令和５年度は、前年度３月２５日に新規オープンしました＆パンの

実質営業のスタートの年でございました。＆パンにおいては、近隣の
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お客様はもとより、松山市周辺からのお客様にも多く訪れていただき

ました。また何より、町内の多くの皆様に御利用いただいたことが、

道の駅虹の森公園まつのとしても大変うれしく、ありがたく思ってい

るところでございます。またかごもり市場や森の国ガラス風音、レス

トラン遊鶴羽、森の国ファーム、四万十川学習センターおさかな館に

つきましても、年間の売上げ予算達成に向けて、売れる商品づくり、

接客力の向上、組織力強化のそれぞれのテーマに沿って目標を掲げ、

切れ目のない社内協議、毎週月曜日の代表取締役への営業実況報告な

どを繰り返しまして、社員一丸となって集客力向上や組織力強化に努

めたところでございます。 

そのほか、集客力向上、売上拡大、知名度アップを目的に、販売促

進につながるイベントを機会を捉えながら実施したところです。 

詳細につきましては、売り上げや集客の動向、集客力強化としての

イベント開催の状況をそこに記しておりますので、お目通しをくださ

い。 

続きまして決算報告ですが、令和５年度の決算状況につきまして

は、まず貸借対照表では、資産の部で、流動資産として現金等預金が

４千５０２万７千４７７円、その他に売掛金として３１６万６千７９

１円、未収入金５３万７千４９８円、商品在庫４９８万７千６２９円、

その他合わせまして、流動資産計が５千５０７万９２７円、次に固定

資産として、構築物、器具備品、出資金、保証金などに１９９万２千

３２３円、この２つを合わせ資産の部合計５千７０６万３千２５０円

となります。これに対する負債の部では、流動資産として、買掛金１

千４万４千４６９円、未払い金１千６３万９千５８０円、そのほか預

かり金、未払法人税等を含めまして、２千２２１万２千１８９円、純

資産の部では、資本金が８千４６万円、繰越利益剰余金がマイナス４

千５３０万８千９３９円で、自己株式分を差し引きまして、純資産が

３千４８５万１千６１円という状況になっております。これにより、

負債、資産合計が５千７０６万３千２５０円となっております。 
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続きまして損益計算書ですが、純売上高は売上確定合計で、２億２

千７５７万２千８７０円であり、これに対する原価１億２千２８６万

５千９２９円、販売費と一般管理費１億２千８９３万４千４５２円を

差し引いた金額が、マイナス２千４２２万７千５１１円となってお

り、これに指定管理料を含む営業外収益の４千２８２万５千７６０円

を加え、雑損失と法人税等を差し引きまして、当期純利益は、１千８

３９万１千５５７円の黒字決算となっております。 

これを受けて第９期においては、令和６年度道の駅虹の森公園まつ

の事業計画や収支計画、売上計画を着実に達成するため、喫緊の課題

である道の駅虹の森公園まつので働いていただく人材の確保に鋭意

取り組むほか、企業内のガバナンス強化による営業体制の強化、売れ

る店舗運営、人材育成とサービスの向上、集客力向上につなげるイベ

ントの構築、毎週の売り上げや損益等の数値チェックによる営業状況

把握と、それに即応した、こまめな営業戦略の展開、道の駅の魅力向

上につながる社員研修などを実施していくこととしております。 

ちょうど今第９期が始まる４月、リクルート社が発行する旅行雑誌

のじゃらんにおいて『行ってみたい、遊べる道の駅ランキング』があ

りました。本町の道の駅虹の森公園まつのが、全国ランキング２位に

選ばれております。この全国２位のランキングを誇りに思いながら、

またランキングの結果のように、多くの方に行って遊んでよかった、

また行きたいと思っていただける道の駅になりますよう、これからも

社員一丸となって、経営目標の達成を目指していくこととしておりま

す。 

なお先ほどの一般質問におきまして、次期町長選挙への対応を表明

させていただきましたが、それと並行して、２期８年間の仕上げにも

取りかかっているところでございます。この道の駅虹の森公園まつの

を運営する株式会社まちづくり松野につきましては、私が町長に就任

して間もなく設立をされまして、その代表者には、議会からの要請も

あり、経営が安定するまでの間は、町長が就任することといたしたと
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ころであります。しかしその後、西日本豪雨災害やコロナ禍により経

営状況は厳しいままで、議会はじめ町民の皆様に多大な御心配をおか

けしておりましたが、先ほど御報告をしたとおり、ようやくコロナの

影響もなくなり、スタッフの経営努力が実を結んで、黒字決算とする

ことができました。これを受けて、当初の取り決めのとおり、次の株

主総会において、私は代表取締役を辞任し、現場で実績を上げている

若手のプロパー職員にバトンタッチをしたいと考えておりますので、

議員各位におかれましては引き続き御指導賜りますようお願いいた

します。 

以上で、地方自治法第２４３条の３第２項の規定による株式会社ま

ちづくり松野に関する報告とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

これから、本報告に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

以上で、報告第３号の報告を終わります。 

日程第６ 報告第４号「株式会社松野町農林公社に関する報告につ

いて」を議題とします。 

町長に報告を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第４号「株式会社松野町農林公社に関する報告につい

て」地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、決算状況等を御

報告いたします。なお、本日御報告する内容は、令和６年５月２３日

に開催された株式会社松野町農林公社、定時株主総会において承認さ

れたものであります。 

令和５年度の経営につきましても、不安定な社会や経済情勢、農業

を取り巻く厳しい環境は相変わらずでありましたが、農林公社におき

ましては、社員が一丸となり、目標を一つにして、誠心誠意、経営に
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従事して参りました。その結果、近年にない決算状況となっておりま

すので、御理解いただきますようお願い申し上げます。 

それでは、令和５年度の営業実績等について事業ごとに御説明申し

上げます。 

まず、総括的な営業報告としては、農林公社の主な事業は、育苗事

業青、果事業、梅事業、アグリレスキュー事業、研修事業の部門に分

かれております。詳細は部門ごとに決算状況も説明をいたしますの

で、お目通しをお願いします。 

次に各事業の報告を行います。育苗事業は、公社の売り上げや収益

部門の大きな役割を担う事業で、全体の販売額は４千８６８万９千円

であり、前年と比較して大幅に増額をしております。 

野菜苗の状況としては、種苗店からの大口注文を継続し売上げを伸

ばしております。ＪＡえひめ南、ＪＡ高知県分も受注を継続しており、

今後も地域ＪＡと連携した販売を展開する予定です。 

花苗についても、全体的には増額となっております。大口顧客であ

ります事業者ＤＣＭの受注量は、前年並みを堅持しております。新規

案件もありますが、花苗需要全体の厳しさ、不安定さもあるため、今

後も継続し取扱量の増加につながるように努めて参ります。 

さくらひめにつきましては、栽培開始から８年が経過し、栽培技術、

品質ともに高い水準を維持しておりますが、コロナ禍以降、苦戦を強

いられている状況であります。二番花以降、他品目に入れ替えるなど、

収益性も視野に入れながら、施設の有効利用を検討したいと考えてお

ります。 

次に、青果事業では、まず研修ハウス、ファームでのトマト栽培事

業について、収穫量は約２２．１トン、販売額は１千４５０万３千円

であります。近年、病害虫の影響を受けていることもあり、抵抗性品

種を変更し、売り上げを維持することを検討しております。 

次にキウイの花粉事業については、本格的な出荷の年となり、花蕾

で２１５キロを受け入れ、花粉量で１，９２０グラムを精製いたして
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おります。植物防疫所のかいよう病検査を経て、販売業者に出荷し、

２１１万２千円の販売金額となりました。令和４年度産の花粉につい

ては、県内４ＪＡで受粉テストを行い問題なく受粉結実した経過を得

ています。県内キウイ農家への大きな足がかりとなり、それぞれから

高い評価をいただいているものでございます。 

次にブルーベリーは例年並みの収穫量となり、約１．０トン、販売

金額は１１１万２千円でありました。五郎丸園地の終了に伴いまし

て、次年度以降は減少となるため、今後の方向性も検討が必要となっ

ております。 

次に梅事業でありますが、前年の大豊作の影響もあり、３７．８ト

ンの受け入れ、２０．８トンの出荷実績となりました。産地である和

歌山の影響も大きいため、今年度の出荷も厳しい状況が継続したとこ

ろであります。青梅での出荷や他の加工販売を検討しており、農家所

得の向上につながる方策の具現化に努めているところでございます。 

次にアグリレスキュー事業であります。アグリ事業は、作業依頼総

数で、４５１件、総額は１千９７１万１千円となり、園地の開墾依頼

もあり、大きく増加しております。依然として公社へのアグレス事業

への依存度の高さが見られますが、農家の皆さんの最後の下支えとし

ての役割と農業振興の要としての役割、年々変化していきますニーズ

への対応など、限られた労力をどのように発揮していくか、そういっ

たことを検討しつつ、新たな人材の確保に努めているところでござい

ます。 

次に研修事業であります。県補助事業等を活用しながら、受け入れ

体制や研修設備、就農支援などの条件整備対応を実施いたしました。

キュウリの施設栽培を中心に１名の研修生が無事終了しまして、新規

就農者となったところです。今後も様々な機会を捉え、研修生を確保

しつつ育成に努めて参ります。農林公社の大きな役割が、担い手の育

成、就農者の確保でもあるため、卒業後の農業を見据えた研修を展開

して参ります。 
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５年度の決算状況を御説明いたします。 

まず貸借対照表ですが、資産の部では、流動資産として、現金預金

９３９万７３円のほか、未収入金１千１０１万８千４３円、在庫商品

７９１万５千７３０円のほかで、計３千１２０万６千１０３円であり

ます。次に固定資産として、有形固定資産、出資金合わせ、計１千２

１２万３５０円であります。流動資産、固定資産を合わせて、資産の

合計額は４千３３２万６千４５３円であります。これに対する負債の

部では、買掛金、未払金、長期リース未払金等で１千２６２万２千９

０円で、純資産として資本金と利益剰余金を合わせ、３千７０万４千

３６３円となり、合計４千３３２万６千４５３円であります。 

次に損益計算書を説明いたします。売上高では、育苗事業の売上が

４千８６８万９千２２０円、青果事業の売上が２千７２万８千２３４

円、梅事業の売上が８５７万６千８０１円、アグリレスキュー事業な

どの作業売上が１千９７１万１千２３１円、研修事業に伴う売り上げ

が２３６万１千２６７円となり、５つの事業を合わせて１億６万６千

７５３円であります。農林公社設立以来、初めて売上高が１億円を突

破することができたところです。これに対する売上原価が７千７３１

万４千１６９円で、売上総利益は２千２７５万２千５８４円となりま

す。販売費及び一般管理費が５千３３１万１千１６８円で、この時点

での営業損失はマイナス３千５５万８千５８４円となっております。

これに営業外収益として、指定管理料、町の補助金のほか、利息配当

金、雑収入の合計額３千７５５万１千２６６円を加え、営業外費用を

引いた経常利益は６９５万１千４５９円であります。機器購入など、

補助事業による固定資産の分を圧縮損として計上した１０１万４千

８７３円と法人税を差し引いた、最終的な当期純利益は５８８万６千

６４５円の黒字決算となっております。損益計算書の中段、販売費及

び一般管理費の詳細、損益計算書の売上原価の当期製品製造原価の内

訳につきましては、お目通しをお願いいたします。 

最後に、今期も当期純利益が黒字となり、かつ大幅に利益を得るこ
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議 長 

坂 本 町 長 

とができております。それにより、繰越利益剰余金、いわゆる積算の

赤字分も大きく減額することにつながっております。 

ただし、単年度の決算状況だけに一喜一憂することなく、実直な経

営努力を続けていく覚悟であり、農林公社に課せられた様々な使命に

応えるべく、公社職員が一丸となり、多様化するニーズの受け皿とし

ての役割を果たしたいと考えております。また、行政、ＪＡ等関係機

関との連携を密にして、地域農政を牽引する重責を果たしながら、担

い手の確保、農地の有効な利用、そして更なる農業の振興を図り、地

域農業のリーダー役となるよう努力を重ねる覚悟であります。 

なお、先ほどのまちづくり松野の御報告の中で代表取締役退任の件

を申し上げましたが、全く同じ理由によりまして、松野町農林公社の

代表取締役に関しましても、次の株主総会で退任させていただき、プ

ロパーの職員に譲りたいと考えておりますので、議員各位におかれま

しては、より一層の御指導、御支援を賜りますようお願い申し上げ、

地方自治法第２４３条の３第２項の規定による報告とさせていただ

きます。 

よろしく御承認いただきますようお願い申し上げます。 

これから、本報告に対する質疑を行います。 

「議長３番」 

「山崎議員」 

はい。 

先ほど、まちづくり松野と農林公社の社長退任されるという、次の

株主総会でということだったんですけども、プロパーさんということ

で内部からの登用を予定されているということでよろしいんでしょ

うか。それと次の株主総会の時期っていうのをちょっとお教えいただ

いたらと思います。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 
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まず人材なんですけれども、現時点で私の考えとしましては、今立

派に現場をまわしていただいている両方の３セクのいわゆるプロパ

ーの職員の方、若手の職員の方のどなたかにやっていただけたら一番

いいんじゃないかなというふうに思っておりますが、これから先、そ

れぞれの法人の取締役会等で実際に人選に着手したいというふうに

思っております。 

なお通常ですと次の株主総会は、半期が終了した秋ごろをというこ

とになっておりますんで、私の任期との関連もありますが、どちらに

せよ、この両法人の代表取締役は、プロパーの職員さんに頑張ってい

ただきたいというふうに思っております。 

はい。分かりました。 

これで質疑を終わります。 

以上で、報告第４号の報告を終わります。 

日程第７ 報告第５号「フォレスト株式会社に関する報告につい

て」を議題とします。 

町長に報告を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、報告第５号「フォレスト株式会社に関する報告について」

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、決算状況を御報告い

たします。なお本日御報告する内容は、令和６年５月３０日に開催さ

れたフォレスト株式会社定時株主総会において承認されたものであ

ります。 

株主総会資料に基づき、それでは決算状況を御説明いたします。 

御案内のとおり任意団体であった森の国まきステーションの事業

を発展的に継承するため、昨年１０月に法人化したフォレスト株式会

社であります。今回の報告は、設立以降、年度末までの６ヶ月間の状

況となりますので、その点御了解いただきますようお願いいたしま

す。 
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５年度の営業実績等について、まず総括としての会社の理念、方針

を記しておりますが、現在は薪を媒体とした木質バイオマス事業が主

体的であるため、その内容を記しております。会社の目的としては、

森林整備、加工事業、施設管理などを掲げており、今後広範囲な森林

事業を目指しているところであります。 

具体的な事業内容では、全体で８６４万８千円の売り上げであり、

町内ぽっぽ温泉と町外の温浴施設が大口の取引先でありますが、個人

ユーザーの購入も増加しているところであります。 

決算は半年間の状況で、以前との比較がなければ状況判断が難しい

ところでもあるため、以降の資料は、年間の数値で表現をしておりま

す。令和５年度は、上半期のまきステーションと合算した数値となり

ます。それ以前の状況と比較をしております。温浴施設がフル稼働と

なった要因等ではございますが、令和５年度の売り上げが大幅に伸び

ていることが、御理解いただけると思います。 

原木の受入れ量は売り上げが伸びている分、受入れ量も増加をさ

せ、薪への加工が必要だったためで、原木の確保は大きな課題であり

ましたけれども、この数値を確保するにあたって、現場で努力をして

くれたことに評価をしたいと思っております。 

支払い状況では、原木の受入精算は、基本的に半分を地域通貨のま

き券としております。原木受入れが増加した分、まき券の発行額も増

加しておりまして、年間約２００万円となっております。木質バイオ

マス事業が地域経済に波及しているこの実態がここに表れていると

考えております。 

次に５年度の決算状況ですが、これが１０月以降、年度末までの半

年間のものになります。 

まず貸借対照表です。資産の部では、流動資産として現金預金１千

７４万１千９７６円のほか、売掛金１４５万３１７円、商品在庫１８

４万３千９７２円ほかで、計１千４３１万４千３０３円であります。

次に固定資産として、有形固定資産、出資金を合わせ、計５５万９千



－ 54 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５２３円であり、固定資産を含めた資産の合計は１千４８７万３千８

２６円であります。これに対する負債の部では、買掛金、未払金、未

払法人税等で３３６万５千５３１円、純資産としては、資本金と利益

剰余金を合わせて、１千１５０万８千２９５円となり、合計で１千４

８７万３千８２６円であります。 

次に損益計算書です。売上高合計が８６４万９３８円で、これに対

する売上原価は、仕入れと期末棚卸の調整額で、２５３万８６９円と

なり、売上総利益が６１１万６９円であります。販売費及び一般管理

費が９９８万５千４７円で、この時点での営業損失は、マイナス３８

７万４千９７８円となっております。これに営業外収益として、町の

補助金、利息等の合計額７０１万９千８４３円を加え、営業利益は３

１４万４千８６５円であり、法人税等を差し引いた最終的な当期純利

益は２６０万８千２９５円の黒字決算となっております。販売費及び

一般管理費の詳細については、お目通しをお願いいたします。 

以上、法人化して初めての年度、半年間でありますが、黒字決算で

終了することができております。まきステーションの精算、解散、法

人化等に伴う諸手続き、会社運営を軌道に乗せていくなど、紆余曲折

がありましたが、生みの苦しみを経て、このような事業報告に至った

ことは、代表取締役をはじめ、関わっていただいている役職員の皆さ

んの努力の賜物であると考えております。現在は、森林整備事業に向

けた条件整備、林産物の販売、林福連携事業など、会社設立の理念に

基づいた多面的、多広域的な事業展開に着手しており、また、会社経

営の中にＤＸを積極的に取り入れるなど、スリム化した経営も展開し

ております。フォレスト株式会社の活躍は、町林業事業の進展に直結

していると言っても過言ではないと思っています。行政側も、活動の

支援、サポートはもちろんのこと、一体となって参画する覚悟であり、

会社経営の状況も十分に見極めながら、また、森林行政の発展に寄与

することを期待しながら、更なる成長を見守って参ります。 

今後においても、議員各位におかれましてはより一層の御指導、御
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支援を賜りますようお願い申し上げ、地方自治法第２４３条３第２項

の規定による御報告とさせていただきます。 

よろしく御承認いただきますようお願い申し上げます。 

これから、本報告に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

以上で、報告第５号の報告を終わります。 

日程第８ 報告第６号「令和５年度松野町一般会計繰越明許費繰越

計算書について」を議題とします。 

町長に報告を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、報告第６号「令和５年度松野町一般会計繰越明許費繰越

計算書について」御報告を申し上げます。 

本報告は、地方自治法第２１３条の規定により、前年度の歳出予算

で設定した繰越明許費について、地方自治法施行令第１４６条第２項

の規定に基づき、その繰越額の状況及び財源内訳を繰越計算書により

報告するものでございます。 

繰越事業は、消防ポンプ自動車整備事業ほか５件となっており、繰

越総額は９千６７７万８千６５６円で、その財源内訳は、国庫支出金

５千９１５万８千６５６円、県支出金６７２万円、地方債２千８１０

万円、繰越金２８０万円を充当するものであります。 

以上、御報告申し上げます。 

これから、本報告に対する質疑を行います。 

「議長２番」 

「森岡議員」 

それではちょっとお尋ねいたしますが、毎年この繰越明許費、巨額

な金額が繰り越されてるわけですが、しかし今年度提示されてる中で

１件だけちょっとお尋ねしたいんですが、この９款の消防費の分なん
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ですけども、何か相当なる理由があったのでしょうか、その辺ちょっ

と説明していただいたら思います。 

「議長」 

「課長」 

はい。ただいまの質問について御回答いたします。 

今回耐震性貯水槽４基を令和５年度に発注をしたわけですが、繰越

しをした理由といたしましては、地元との調整などに時間を要したた

め、発注時期が遅れたためでございます。 

以上でございます。 

「議長」 

「森岡議員」 

この場所選定、場所選定は、各部落から要望があったりして、大体

のもう、その辺は区長さん並び地元の方との調整は、ほぼ先に段取り

はできてるもんじゃないんですか、いわゆる予算がついてから、それ

を段取りするんですか、ちょっとその辺お伺いいたします。 

「議長」 

「中井課長」 

はい。 

場所の設定につきましては、議員さんから御指摘のとおり、事前の

協議は進めておりましたが、詳細な場所については、４ヶ所のうち数

ヶ所、確定することがなかなかできなかったところがございます。そ

ういったことで、工事として１件ずつ発注しておれば、また違った、

繰越内容ではあったと思いますが、できることなら４つの工事を一緒

に入札したいという担当課の思いもありましたことから、発注時期が

遅くなりました。 

こういったことから、そういった対応につきましては、地元調整、

今後とも事前に進めまして、繰越しすることがないよう努めて参りた

いと思っております。 

「議長」 
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「森岡議員」 

課長、最後言われたとおり、いわゆる国の内示とか、そういう問題

で、これ致し方ないと言うんであれば、これも仕方ないんですが、し

かし一応計画を立ててる以上は、その単年度で事業が実施できるよう

な努力はしていただかないといけないんじゃないかと思っておりま

すので、今後注意して業務に執行、あたられたらと思います。 

以上です。 

これで質疑を終わります。 

以上で、報告第６号の報告を終わります。 

日程第９ 承認第３号「専決処分の承認について(令和６年度松野

町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算(第１号))」を議題とし

ます。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは承認第３号「令和６年度松野町住宅新築資金等貸付事業特

別会計補正予算(第１号)」につきまして、提案理由の御説明を申し上

げます。 

本案は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、本年５月３１

日付で専決処分をしたもので、同条第３項の規定により、その承認を

求めるものであります。 

内容は、令和５年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計の償還

収入において３千５７０万１千円の歳入不足が生じたため、地方自治

法施行令第１６６条の２の規定によりまして、令和６年度会計から繰

上充用を行い、補填をしたものであります。 

よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 



－ 58 － 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

坂 本 町 長 

議 長 

坂 本 町 長 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております承認第３号は、即決したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、承認第３号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第３号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第３号「専決処分の承認について(令和６年度松

野町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算(第１号))」は、原案

のとおり承認することに決定しました。 

日程第１０ 承認第４号「専決処分の承認について(松野町税条例

の一部を改正する条例)」及び、日程第１１ 承認第５号「専決処分

の承認について(松野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例)」

までの２議案を一括議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 



－ 59 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

それでは専決処分の承認につきまして、承認第４号「松野町税条例

の一部を改正する条例」、承認第５号「松野町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」の２件については関連がありますので、一括し

て提案理由を説明申し上げます。 

これらの条例の一部改正については、地方税法等の一部を改正する

法律が令和６年３月３０日に公布されましたので、関係する松野町税

条例及び松野町国民健康保険税条例の一部を改正するもので、地方自

治法第１７９条第１項の規定により本年３月３１日に専決処分をし

たので、同条第３項の規定により承認を求めるものです。 

松野町税条例の一部改正の主なものは、職権により減免を可能とす

る規定の追加や令和６年能登半島地震災害に係る減免措置の追加、定

額減税に係る法規定の新設に合わせて新設したもの、期限到来による

年度更新を行うものなどを改正しております。 

松野町健康保険税条例の一部改正では、課税限度額を２２万円から

２４万円に引き上げるほか、減税措置に係る軽減判定所得の基準額の

見直し等の改正を、それぞれ上位法令に沿って行っております。 

以上よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い申し上

げます。 

これから、承認第４号及び承認第５号の２議案に対して、一括して

質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております承認第４号及び承認第５号の２議

案は、即決したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、承認第４号及び承認第５号の２議案は即決することに
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決定しました。 

続いて、討論、採決を行います。 

この討論、採決は、案件ごとに行います。 

最初に、承認第４号の討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第４号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第４号「専決処分の承認について(松野町税条例

の一部を改正する条例)」は、原案のとおり承認することに決定しま

した。 

次に、承認第５号に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第５号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第５号「専決処分の承認について(松野町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例)」は、原案のとおり承認するこ

とに決定しました。 
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日程第１２ 承認第６号「専決処分の承認について(松野町過疎地

域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条

例)」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

それでは承認第６号「専決処分の承認について(松野町過疎地域に

おける固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例)」

について御説明をいたします。 

この条例の一部改正については、奄美群島振興開発特別措置法第３

８条の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場

合等を定める省令等の一部を改正する省令及び地域再生法施行規則

の一部を改正する内閣府令過、疎法等に基づく地方税の課税免除又は

不均一課税に伴う減収補填措置制度のうち、令和６年３月３１日に適

用期限が到来するものについて、上位法令に則りその期限を令和９年

３月３１日まで３年間延長するもので、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、本年３月３１日に専決処分をしたので、同条第３項の

規定により承認を求めるものであります。 

以上よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願いいたし

ます。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております承認第６号は、即決したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 
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異議なしと認めます。 

したがって、承認第６号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第６号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第６号「専決処分の承認について(松野町過疎地

域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条

例)」は、原案のとおり承認することに決定しました。 

日程第１３ 承認第７号「専決処分の承認について(松野町指定地

域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

る条例の一部を改正する条例)」から日程第１６ 承認第１０号「専

決処分の承認について(松野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び

運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例)」までの４

議案について一括議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは承認第７号「松野町指定地域密着型サービス事業の人員、

設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例」、

それから承認第８号「松野町指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例
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の一部を改正する条例」、承認第９号「松野町指定介護予防支援等の

事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正

する条例」、承認第１０号「松野町指定居宅介護支援等の事業の人員

及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正をする条例」につき

まして、４件については関連がありますので、一括して提案理由の説

明を申し上げます。 

本件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する

基準等の一部を改正する省令の施行に伴いまして、令和６年３月３１

日専決処分、令和６年４月１日施行したものです。 

主な改正内容としては、書面掲示規則の見直し、身体拘束等の適正

化の推進、管理者の兼務範囲の明確化、指定居宅サービス事業者との

連携によるモニタリングの実施など、各条令において必要な改正を行

ったものです。 

以上、よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上

げます。 

これから、承認第７号から承認第１０号までの４議案に対して、一

括して質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております承認第７号から承認第１０号まで

の４議案は、即決したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、承認第７号から承認第１０号までの４議案は即決する

ことに決定しました。 

続いて、討論、採決を行います。 
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この討論、採決は、案件ごとに行います。 

最初に、承認第７号の討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第７号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第７号「専決処分の承認について(松野町指定地

域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

る条例の一部を改正する条例)」は、原案のとおり承認することに決

定しました。 

次に、承認第８号に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第８号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第８号「専決処分の承認について(松野町指定地

域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例)」は、原案
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のとおり承認することに決定しました。 

次に、承認第９号に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第９号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第９号「専決処分の承認について(松野町指定介

護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条

例の一部を改正する条例)」は、原案のとおり承認することに決定し

ました。 

次に、承認第１０号に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～ なし） 

討論なしと認めます。 

これから、承認第１０号を採決します。 

本案を原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、承認第１０号「専決処分の承認について(松野町指定

居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例

の一部を改正する条例)」は、原案のとおり承認することに決定しま
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した。 

日程第１７ 議案第３２号「松野町農産物加工施設設置条例の一部

改正について」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第３２号「松野町農産物加工施設設置条例の一部改正

について」御説明を申し上げます。 

松野町農産物加工施設設置条例につきましては、町内にある農産物

の加工施設に該当する２つの施設の設置を規定しておりますが、その

うちの１つ、吉野にあります山菜等加工創作館については、老朽化や

平成３０年の西日本豪雨災害による被災などを理由により、取り壊し

を行うこととしております。その費用につきましては、令和６年度当

初予算にて計上し、議決をいただいているところであります。取り壊

しによる施設の廃止に伴い、本設置条例から当該施設を削除するもの

であります。 

つきましては、よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお

願い申し上げます。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３２号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第３２号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 
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まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～ なし） 

討論なしと認めます。 

これから、議案第３２号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第３２号「松野町農産物加工施設設置条例の一部

改正について」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第１８ 議案第３３号「動産の買入れについて」を議題としま

す。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、議案第３３号「動産の買い入れについて」提案理由を御

説明申し上げます。 

本案は、塵芥処理作業に必要な車両の更新にあたり、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定

により、議会の議決を求めるものであります。 

本案は５月２９日の入札執行の結果を受け、有限会社松野オートサ

ービス、代表取締役生谷博樹氏を契約の相手方とするもので、金額は

消費税込みで、１千２６５万円であります。 

よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 
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お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３３号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第３３号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～ なし） 

討論なしと認めます。 

これから、議案第３３号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第３３号「動産の買入れについて」は、原案のと

おり可決することに決定しました。 

日程第１９ 議案第３４号「令和６年度松野町一般会計補正予算

（第１号）」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは議案第３４号「令和６年度松野町一般会計補正予算（第１

号）」について、提案理由の説明を申し上げます。 

今回提案いたします補正予算は、松野西小学校の敷地内に整備する

放課後児童センターの外構工事費のほか、重症化予防を目的に実施す

る新型コロナウイルス定期接種のための経費、定額減税補足給付金や
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新たな住民税非課税となる世帯に対する臨時特別給付金を給付する

ための経費など、急を要する諸事業の補正を中心に編成をしておりま

す。 

歳入歳出予算の補正額は、１億５千５４１万７千円の追加で、補正

後の予算総額を歳入歳出それぞれ４６億１千７４１万７千円にしよ

うとするものであります。 

それでは歳出補正予算の主なものについて説明申し上げます。 

２款総務費では、一般管理費に、刑法及びマイナンバー法の改正に

伴い必要となる既存の条例や規則などの例規改正を行うための支援

業務委託料９３万５千円を追加するほか、豊岡後集会所にエアコンを

整備するためのコミュニティ助成事業助成金に２３０万円を計上し

ております。 

次に３款民生費では、社会福祉総務費に、デフレ完全脱却のための

総合経済対策を踏まえた定額減税の実施とあわせて、令和６年度に新

たに住民税非課税となる世帯や住民税均等割のみ課税となる世帯に

対する臨時特別給付金を給付する事業や定額減税し切れないと見込

まれる方への臨時特別給付を行う事業費のほか、関連する事業費を合

わせて６千４１４万９千円を追加するほか、児童福祉施設費に放課後

児童センター設計業務が完了したことに伴い、外構工事の工事請負費

や工事監理委託料など６千８４万６千円計上しております。 

次に４款衛生費では、保健衛生費に、中央診療所特別会計で実施す

る医師住宅の改修事業分の繰出金１２９万１千円を追加するほか、重

症化予防により重症者を減らすことを目的として実施する新型コロ

ナウイルスワクチン定期接種に伴う経費を１千３２万６千円計上し

ております。 

また清掃費には、塵芥収集業務を実施するためのリサイクル車を整

備するための経費を３４８万円計上しております。 

７款商工費では、観光費に、道の駅虹の森公園まつのトイレ整備の

修繕や物産館の冷凍ショーケースを更新するための費用２００万円
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を計上しております。 

９款消防費では、消防施設費に、豊岡後消防車庫に併設するホース

乾燥柱の設置に係る設計監理委託料及び工事請負費４０７万円を計

上しております。 

１０款教育費では、学校管理費に、松野西小学校の敷地内に放課後

児童センターを整備する関係により、一時的に使用ができなくなる備

品保管用の倉庫の借上料８５万８千円を追加し、社会教育総務費に、

町内及び宇和島圏域の小中学生を対象に、不登校児童生徒を含む全て

の子どもの居場所づくりを目的として、体験活動などを行うためのプ

ロジェクト委託料４９２万８千円を計上しております。 

１１款災害復旧費では、農地農業用施設災害復旧費に、先般の豊後

水道を震源とする地震及び余震により被災した農地の所有者に対す

る、農地・農林業用施設等小災害復旧事業費補助金を２３万４千円計

上しております。 

これらの歳出予算に対応いたします歳入予算としては、１４款国庫

支出金６千９０７万６千円、１７款寄付金８００万円、２０款諸収入

９１８万９千円、２１款町債６千１８０万円を追加するほか、最終の

財源調整として、１０款地方交付税７３５万２千円を計上しておりま

す。 

よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上げま

す。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

「議長３番」 

「山崎議員」 

はい。 

放課後児童クラブのことについてお伺いしたいと思います。 

本体工事に対する付帯工事の金額がかなり大きいということで、全

協の時にお話をされたと思うんですけども、その内容について、もし、

どういう付帯工事をされるのか、その金額が大きいもんですから内容
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３ 番 山 崎 

議 長 

について御説明していただいたらと思います。 

「議長」 

「課長」 

それでは御質問の放課後児童センター整備事業の設計価格につき

ましては、今後、入札等に影響があるため詳細な金額は差し控えます

が、直接工事費を大きく振り分けると、建築工事１９．７％、給排水・

電気等の設備工事１４．７％、外構工事６５．６％に分けられます。

そのうち、物納いただく施設の建築工事につきましては、ふるさと応

援寄付金により町が負担する建築工事費の負担割合は約２０％で、８

０％相当を住宅メーカーの負担により賄われております。 

給排水電気等の設備工事費については、取り決めにより町が負担す

るもので、直接工事費の大部分を占める外構工事の内容について御説

明をいたします。 

資料を御覧ください。 

外構工事の整備内容は、緑色の点線部分のフェンス新設５２ｍ、赤

枠部分の新設アスファルト舗装９６１㎡、赤枠内２ヶ所のプレハブ倉

庫、大小２棟７４㎡、水色を実線部分２ヶ所は排水溝の新設、計５９

ｍ、黒枠の構内通路、アスファルトを撤去し児童の通行区分を示すカ

ラー舗装を含むアスファルト舗装改修１５０３㎡となっております。 

構内通路のアスファルト改修につきましては、経年劣化によるアス

ファルトの傷みが激しいことと、今回の工事により大型車両が通過す

ることで、損傷が見込まれること。今後、放課後児童センターの完成

後は、送迎等乗用車の乗り入れが多くなることを想定し、今回の事業

と西小学校の環境整備を合わせて実施することといたしております。 

また昨今の原材料費や人件費の高騰により事業費も年々上昇して

いることもあわせて御説明をいたします。 

以上でございます。 

はい。 

いいですか。 
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瀧本保健福祉課長 

議 長 

瀧本保健福祉課長 

 

はい。 

「議長７番」 

「赤松議員」 

１１ページの保健衛生費の中の新型コロナウイルスワクチン定期

接種事業についてお聞きをしたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症は５類に移行されたことから、ワクチン

の全額公費による接種は、平成６年３月３１日をもって終了し、６年

度からはコロナワクチン接種は原則有料の定期接種に位置付けられ、

６５歳以上の方と６０歳から６４歳までの一定の基礎疾患がある方

が接種の対象となりましたが、そこで３点ばかりお聞きしたいと思い

ますが、まず１つは、有料となるワクチン接種には１人当たり１万５

千３００円程度の費用がかかるというようなことでございますが、そ

れの経費の負担、支援について説明を願いたいこと。 

それから２点目が、先日のニュースによりますと、上皇后様がコロ

ナに感染されたと報道されております。このように５類移行後も、コ

ロナ患者数が、以前は公表をされておりましたが、現在は公表されて

おりません。そういうことでどのような現状、どのようなことになっ

ているのか、分かる範囲教えていただいたらと思います。 

それから３点目が、メディア等では、コロナワクチンに関しての後

遺症問題など様々な情報が流れておりますが、特に今回からは、ワク

チン接種は強制ではなく、あくまでも個人の意思に基づき、接種をし

なければならなくなりました。そういうことで、町ではこのことに、

どのような見解、考え方、判断をもって町民に周知されていかれるの

か、そこをお聞きしたいと思います。 

以上よろしくお願いいたします。 

「議長」 

「保健課長」 

はい。 

それでは、赤松議員の質問にお答えいたします。 
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初めのワクチン接種にかかる費用の負担、支援についての内訳です

が、国が示した標準的な接種費用は、現在のところ１万５千３００円

とされております。そのうち３千円を接種者の自己負担、更に８千３

００円は国の基金管理団体である一般社団法人新薬未承認薬等研究

開発支援センターから、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金

として助成を受けて実施するものです。町の負担は４千円となるもの

です。なお、この町負担分に対しては地方交付税措置が見込まれてお

ります。 

次の質問のコロナ患者数の現状についてですが、５類移行後は以前

のように、感染者数の積極的な報道がなくなっておりますが、その後

も、県内の保健所単位での定点医療機関からの患者報告数は、県のホ

ームページでも公表されております。報告によりますと、愛媛県では、

春先より少し減少しまして、現在は週に１人か２人推移しています。

宇和島保健所管内ではちょっと多いんですけど３人から４人、中央診

療所の数値を数えてみたんですけどこれは県レベルで週に１人か２

人というのが現状でございます。昨年は６月下旬から夏にかけて、報

告数が増加しておりました。引き続き、定期的な換気やこまめな手洗

い、咳エチケットなど基本的な感染対策の励行をお願いします。 

３番目の質問の、コロナワクチンに関する後遺症問題などの報道が

ある。今回のワクチン接種は強制ではないが、町としてはどのような

見解を持って住民に周知するか、というところですが、令和３年から

開始された新型コロナワクチンについては、昨年度まで安心できる適

切で丁寧な接種体制で計画的に実施をして参りました。これまでもワ

クチン接種における副反応等のリスクも可能な限りお示しした中で、

それぞれ接種をするかしないかの御判断をしていただいておりまし

た。今年度の接種時期は秋頃を予定しております。案内の際には、こ

れまで同様、副反応等のリスクもお示しし、決して強制ではなく、個

人の意思に基づくものであることを周知したいと考えております。 

以上です。 
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「議長７番」 

「赤松議員」 

ワクチン患者の現況は、減少傾向にあるということでございますの

で、安心をするわけでございますが、まだまだ油断はできないという

ような状況であろうかと思います。それからワクチンを受けるかどう

か、迷われる方が出てくるんではないかと想定しますが、今後は診療

所やそれから医療機関等で相談も多分されてくると、相談の会という

か、そういうこともできるようなことが設けられてくると思われます

が、どうか町民の方が安心して、納得して判断できるような仕組みを

是非作っていただいて、スムーズな接種事業を推進していただいたら

と思います。 

以上で質問を終わりにしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

「議長２番」 

「森岡議員」 

はい。 

ちょっと私の、ちょっと今日は防災のほうばっかりになってしまっ

て、あれなんですけども、ここの９款１項２目の分で、豊岡後消防車

庫及びホース乾燥事業の分で４０７万円ですか、ありますが、これ全

町の分で当初に予算上がってたと思うんですが、その理由だけ説明し

ていただけませんか。 

「議長」 

「中井課長」 

はい。 

ただいまの森岡議員さんの質問にお答えいたします。 

今御指摘がございましたように、今年実施いたします豊岡後の消防

車庫及びホース乾燥柱については、当初予算でお認めをいただいたと

ころでございます。今回、補正予算であげさせていただいた内容とい

たしましては、当初予算におきまして、ホース乾燥柱における予算を
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欠落させていたためであります。 

以上でございます。 

「議長」 

「森岡議員」 

ちょっと、そこで私が腑に落ちないところがあるわけですが、これ

去年、いわゆる各部落で半鐘台兼用のホース乾燥を撤去した数があり

ますよね。これと、今度新設するのは、同じ数になるんやないかなと

思うんですが、違いますか。 

「議長」 

「中井課長」 

はい。 

以前の半鐘台の撤去につきましては、地元にある半鐘台全ての部落

ではありませんでして、ちょっと何基かは今即答できないんですが、

それに対して今度ホース乾燥柱を新設しようとするものであります

が、今年度につきましては、昨年度の延野々と同様、まずは車庫を直

さなければならない分団を優先して、その車庫と一緒にホース乾燥柱

を一緒に施工したいと考えております。ただ、先ほども申しましたよ

うに、当初予算で認めていただいた予算の中に、そのホース乾燥柱の

予算の欠落がございましたので、今回、追加で提案をさせていただい

たものであります。 

「議長」 

「森岡議員」 

ということは、とどのつまりチェックミスだったということですか

ね。で、その分足らないんで、補正あげさせてくださいということで

しょうか。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

もうこれ御指摘のとおりでございます。 
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議 長 

 

当初予算で、説明の中では車庫の改築と乾燥柱一体として御説明を

申し上げましたが、実際のその設計の内容は、車庫の金額だけ設計を

しておりました。それに年度が変わってから担当課の方で気がつきま

して、大変申しわけないところですけれども、乾燥柱の分を補正とし

て追加計上させていただいたという結果でございます。 

また、これはチェックミス、何重にもチェックしなければならない

工事費の積算というところで、こういう不手際を起こしましたとこ

ろ、私としても大変申し訳なく思っております。再発防止に努めます

ので御了承のほどよろしくお願いいたします。 

最後です。申し訳ないです。 

町長御説明いただきましたんで、今後こういう、忘れいうののない

ように、この課だけじゃなくって、その辺は取り組んでいただいたら

と思います。 

以上です。 

これで質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３４号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第３４号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～ なし） 

討論なしと認めます。 

これから、議案第３４号を採決します。 
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議 長 

 

 

 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第３４号「令和６年度松野町一般会計補正予算（第

１号）」は、原案のとおり可決することに決定しました。 

日程第２０ 議案第３５号「令和６年度松野町国民健康保険特別会

計補正予算第１号」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

はい。 

それでは議案第３５号「令和６年度松野町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）」について提案理由の説明をいたします。 

今回提案いたします補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２

４５万７千円を追加し、補正後の予算総額を５億５千３４５万７千円

にしようとするものであります。 

歳出予算の補正内容は、１款総務費の総務管理費に、マイナンバー

と健康保険証の一体化に伴い、国民健康保険システムを改修する費用

を２４５万７千円計上しております。 

これに対応する歳入予算として、３款国庫支出金に、同額の２４５

万７千円を充当しております。 

以上、よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願いします。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３５号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 
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（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第３５号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～ なし） 

討論なしと認めます。 

これから、議案第３５号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第３５号「令和６年度松野町国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）」は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

日程第２１ 議案第３６号「令和６年度松野町国民健康保険中央診

療所特別会計補正予算（第１号）」を議題とします。 

町長に提案理由の説明を求めます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、議案第３６号「令和６年度松野町国民健康保険中央診療

所特別会計補正予算（第１号）」につきまして、提案理由の御説明を

申し上げます。 

今回提案いたします補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１

２９万１千円を追加し、補正後の予算総額を３億２千６２９万１千円

にしようとするものであります。 

歳出予算の補正内容は、３款施設整備費に、経年劣化により居住に

支障が生じております医師住宅について、窓や床、給排水等を修繕す
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るための工事請負費を１２９万１千円計上しております。 

これに対応する歳入予算として、６款繰入金の一般会計繰入金を同

額の１２９万１千円充当をしております。 

以上、よろしく御審議を賜り、議決いただきますようお願い申し上

げます。 

これから、本案に対する質疑を行います。 

（質疑 ～ なし） 

質疑なしと認めます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３６号は、即決したいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議案第３６号は即決することに決定しました。 

続いて、本案に対する討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

（反対討論 ～ なし） 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（賛成討論 ～ なし） 

討論なしと認めます。 

これから、議案第３６号を採決します。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立 ～ 全員） 

起立全員です。 

したがって、議案第３６号「令和６年度松野町国民健康保険中央診

療所特別会計補正予算（第１号）」は、原案のとおり可決することに

決定しました。 

日程第２２ 選挙第１号「松野町選挙管理委員会委員及び同補充員
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の選挙について」を議題とします。 

この選挙は、令和６年７月３１日を以って、選挙管理委員会委員及

び同補充員の任期が満了するため、地方自治法第１８２条第１項及び

第２項の規定に基づき、議会において選挙を行うものであります。 

お諮りします。 

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によっ

て、指名推選にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

お諮りします。 

指名の方法については、議長において指名することにしたいと思い

ます。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議長が指名することに決定しました。 

これから指名します。 

まず、選挙管理委員に、長谷信昭氏、毛利恭子氏、大内義昭氏、岡

村雅人氏の４名、続いて、選挙管理委員補充員に、岡部暢夫氏、山田

史郎氏、山下陽子氏、太田博子氏の４名、以上の方を指名します。 

お諮りします。 

ただ今議長が指名した方を、選挙管理委員及び同補充員の当選人と

定めることに、御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、ただ今指名しました、長谷信昭氏、毛利恭子氏、大内

義昭氏、岡村雅人氏の４名が選挙管理委員に、岡部暢夫氏、山田史郎
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氏、山下陽子氏、太田博子氏の４名が、選挙管理委員補充員に以上の

方が当選されました。 

次に、補充の順位についてお諮りします。 

補充の順位は、ただ今議長が指名しました順序にしたいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、補充の順位は、ただ今議長が指名しました順序にした

いと思います。 

以上で、選挙第１号「松野町選挙管理委員会委員及び同補充員の選

挙について」を終わります。 

日程第２３ 「議会運営委員会の閉会中の継続調査の件」を議題と

します。 

お手元に配布のとおり、議会運営委員長から、閉会中の継続調査の

申し出があります。 

お諮りします。 

議会運営委員長からの申し出のとおり、承認することに御異議あり

ませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議会運営委員会の所掌事務については、申し出のとお

り、閉会中も継続して行うことに決定しました。 

日程第２４ 「議会改革特別委員会の閉会中の継続調査の件」を議

題とします。 

お手元に配布のとおり、議会改革特別委員会委員長から、閉会中の

継続調査の申し出があります。 

お諮りします。 

議会改革特別委員会委員長からの申し出のとおり、承認することに
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御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議会改革特別委員会は、申し出のとおり、議会閉会中

も継続して調査、検討を行うことに決定しました。 

日程第２５ 「議員派遣の件」を議題とします。 

お諮りします。 

議員派遣の件については、お手元に配布のとおり、派遣することに

御異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は、お手元に配布のとおり、派遣するこ

とに決定しました。 

これで会議を閉じます。            （１２：５４） 

町長から閉会挨拶の申し出がありますので、これを許したいと思い

ます。 

「議長」 

「坂本町長」 

それでは、第２回定例議会の閉会にあたりまして、議長のお許しを

いただきましたので、一言御挨拶を申し上げます。 

議員各位には慎重な審議を経て、全議案、全会一致で可決をいただ

き、お礼を申し上げます。 

さて今月７日からは、部落からの要望事項を踏まえ、現地調査が実

施をされております。各部落からは、道路河川整備や水路改修がけ崩

れ防災対策工事、消防防災施設整備など、数多くの要望事項が出され

ておりまして、関係課とともに現地の状況を拝見させていただき、具

現化できることから、順次適切に対応して参る所存でございます。 

また、松野の里を美しくする協議会が開催され、来る７月７日、日

曜日が広川等清掃活動の実施日と決まり、住民総参加で美しい松野の
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里づくりの活動が展開されることとなりました。町民の皆様にもどう

か御参加をお願い申し上げます。 

終わりになりましたが、今年の夏は猛暑になるとの予測がありま

す。議員各位におかれましては、体調管理に十分留意をされますよう、

そして引き続き、町政推進に対し御支援、御協力を賜りますようお願

い申し上げまして、議会閉会の御挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

以上で、令和６年第２回松野町議会定例会を閉会します。 

（１２：５６） 
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